
公職選挙法の一部が改正され、この夏の参議院議員通常選挙から適用されることにな

りました。この改正により、参議院議員の定数が削減されます。また参議院比例代表選

出議員選挙について、有権者は候補者氏名でも、政党名でも投票できるようになります。

圖市選挙管理委員会事務局c366 ―7386

参議院議員の定数が、252人から242人に削減されました。平成13年

16年の2 回の通常選挙の際に、5人ずつ削減されます。

総定数

比例代表

選挙区

投票のしく みは？

総定数

比例代表

選挙区

96 人

146人

一票が　あなたのゆめを　ひらくカギ（千葉県統一標語）

●　　W「政党名」を投票

用紙に記載して投票　 ‘

していました。

○当選人の決定方法

嵋酔

今回の改正により、比例代表選出議員選挙について「候補者名簿の届出」ミ

「投票の方法」「当選人の決定方法」などが新しくなり

ました。大きな改正点は、有権者が候補者氏名でも政

党名でも、投票できるようになった点です。

※千葉県選出議員選挙（選挙区選挙）は 、今までどおリ

「候補者氏名」の投票です。

○ 候補者名簿の届出

改正前

拘束名簿式…あらかじめ政党の

側で当選順位を決め、候補者名

簿を届け出る方式でした。

改正後

対象‥･自然や人々のふれあいをテーマとし､21 世

紀の森と広場で撮影されたＬサイズ以上 、4切ま

での写真(1人2点まで。Ｌサイズは4枚で1点扱い)

展示期間…10 月６日倒～20 日出

圃9 月１日出～9 日日〔必着〕までに､ 応募用紙(21

世紀の森と広場等で配布) に必要事項を記入して

直接または郵送で、干2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀

269　21 世紀の森と広場管理事務所(登345-89

00) へ

非拘束名簿式…政党の側では当選 １

順位は決めずに、候補者名簿を届

け出ます。

人口

男

女

世帯

人 口 と世 帯　6 月1日現在

ポスターの部

テーマ明るい選挙の推進を表すもの　規格45 ？×30 鈩から55TX

40F以内（1人1点に限る）

※描画材料は自由です。

標語の部

テーマ①きれいな選挙の推進を表すもの②棄権防止の呼びかけを表

すもの　規格20 字以内（1人2点まで）

Ⅲ9 月７日吻〔必着〕までに、作品に 、小･ 中・高校生は学校名・学年・

氏名・性別を、一般の人は、住所・氏名・性別･ 年齢を記入して直接

または各学校を通じて、〒2ﾜ1  -8588 松戸市根本387 の5　 松戸市選

挙管理委員会事務局(S366-7386) へ

※応募作品はお返しできません。

466,629人　［+614]

235,357人　［+316]

231,272人　［+298]

184,939世帯［+488 ］

主な内容

囗
は
前
月
比

松戸市定借バンクの活用を　②

審議会等の公開状況　　　　②

市政協力委員を委嘱しました③

夏休みイベント特集　　　④⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

各政党 の得票

数に基づいて 、

当選者数を比 例

配分し 、各政党　　 心｡

/"の 候 補者名簿の

上位の候補者か

ら、準に当選し

まし た。

候補者名簿に記載

された「候補者氏名」

を投票用紙に記載し

て投票し ます。ただ

し 候補者氏名に代え

て、「政党名」を記載

して投票するこ とも

できます。
候補者氏名でも、
政党名でも投票できる

改正後候補者個人の得票と政党名の得票を合算した各政党の総得票

数に基づいて、各政党の当選人の数が決定。各政党の当選人の

数の中で得票数の最も多い候補者から順に当選します。

（
二

人

当

選

）

○○党　　　400 万票

圜 ○山○太180 万票

圜 ○田○江120 万票

○本○子　60 万票

政党名の投票　40 万票

（

一

人

当
選

）

△△党　　　300万票

圀 △野△代130 万票

△木△一　7万票

△中△治　40 万票

政党名の投票　60 万票

投

票

日

時

7
月
2
9
日
㈲
午
前
7
時
か
ら
午

後
8
時
ま
で

投

票

で

き

る
人

昭
和
5
6
年
7
月
3
0
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
平
成
1
3
年
４
月
1
1
日
ま
で

に

松

戸

市

に

転

入

届

出

を

し

、
引

き

続

き

居

住

し

て

い

る
人

。
平

成

1
3
年
4
月
1
2
日
以
降
に
、
松
戸
市

に

転

入

届

出

を

し

た

人

は

、
前

住

所

地

の

選

挙

管

理

委

員

会

に

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

投

票

所

整

理

券

7
月
9
日
囲
以
降
各
世
帯
の
世

帯
主
あ
て
に
、
圧
着
ハ
ガ
キ
で
発

送

し

ま

す

。
裏

面

を

は

が

す

と

、

最

大

四

人

ま

で

記

載

さ

れ

て

い
ま

す

。

投

票

の
際

は
各

自

そ

れ

ぞ

れ

切

り

離

し

て

、

必

ず

本

人

が
持

参

し

て

く

だ

さ

い

。
他

人

の

整

理

券

で
投
票
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
の

で

、
注

意
し

て

く

だ

さ

い
。
ま

た

、

紛

失

し

た

り

、

届

か

な

か

っ
た

場

合

で

も

「
選

挙

人

名

簿

に

登

録

さ

れ
て
い
る
人
」
で

あ
れ

ば
投
票

で

き
ま
す
。
投
票
の
際
に
係
員

に
申

し

出
て
く
だ
さ

い
。

不

在
者
投

票

投
票
日
当
日
に
冠
婚

葬
祭
な
ど

の
予
定
が
あ
る
人
、
ま
た
会
社
の

出
張

や
自
営
業
な

ど
仕
事

が
あ
る

人
、
あ

る
い
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

レ
ジ

ャ
ー
な

ど
の
私
用

で
投
票
区

の
区

域
外
に

い
る
人

は
、
不

在
者

投
票

が
で
き
ま
す

。
不

在
者
投
票

宣
誓
書
兼
請
求

書
に
記
名
等

を
し

て

い
た
だ
き

ま
す

が
、
印
鑑
は
不

要
で
す

。
投

票
所

整
理

券
を
持
参

し
て
く
だ

さ
い
。

不

在

者
投

票
の

会

場

・
期
間

①
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室

＝
7
月
1
2
日
附
～
2
8
日
出
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
8
時
②
各
支
所
＝

7
月
2
0
日
㈲
～
2
8
日
出
午
前
8
時

3
0
分
～
午
後
5
時

圖
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局

登

3
6
6
・
7
3
8
6

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

21世紀の森と広場パークセンター催し物
行事名 日時 講師 対象/定員 費用

園芸教室「夏の庭木の手
入れ」※

7/18  W午前10
時30 分～正午

みどりの相談員・

丸尾三恵子氏
30人 無料

こども手作り教室｢ ハン

カチの草木染め｣

7/20 (M午後1時

30分～4時

染織家・小林優子

氏

小3～中3

/30人
300 円

自然観察会｢夏の昆虫観

察会｣

8/4 仕)午後3時

～4時30 分

プロナチュラリス

ト・佐々木洋氏
30人 無料

こども手作り教室｢ 小鳥
のブローチを作ろう｣

8/5(日)午前10

時～午後3時

彫刻家・渡辺敏治

氏

小4以上

/24人
1,000円

こども手作り教室｢ 青空
のもとでアートしよう

よ｣

8/11圉午後1時

30分～4時
〔雨天の場合は

8/19(日)〕

ネイチャークラフ

トデザイナー・山

中琴江氏

小学生

/30人
無料

自然にタッチ｢ 水の中の

生き物さがし｣

8/12日 午前10

時～正午

自然解説員・佐藤

隆士氏、前園泰徳

氏

小学生･

保護者
/30人

無料

・会場は金ヶ作育苗画です。
圃電話でパークセンターa  345-8900 へ（先着順）

2001年｀夏

参議院選挙が変わります

議員の定数は７ 投 票 の 方 法

l

明るい選挙啓発ポスター＆標語作品を募集

7/2

9

みんなが写した27也紀の森と広場
写真展

出品作品を募集

242人252 人

100人

152人

J改 正 前|| 改 正 後



広報まつど2001 年(平成13年)7月5日

-l ｋ

土地を貸したい・

借りたい人に

平　成
12 年度

松戸市定借バンク

（松戸市定期借地権土地登録制度）の活用を

市

で
は
、
「
松

戸
市
定

惜

バ
ン

ク
」
制

度
を
設
け

、
現
在

、
土

地
の
登

録
申

し
出
を
受
け

付
け
て

い
ま
す

。
遊

休
土
地
等
未

利
用
地

の
有
効
利

用
を

お
考
え

の
人
は
、

ぜ
ひ
こ

の
制

度
を
ご
活
用
ぐ
だ

さ
い
。

詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

圖
住
宅
課

昔
3
6
6
・
7
3
6
6

「
松
戸

市
定
借

バ

ン
ク
」

と
は
・
：

こ
の
制
度
は
、
「
一
般
定
期
借
地

権
」

の
利
用

を
前
提
に
、

二
戸
建

て
住
宅

の
建
設
を
目
的
と
し
て

い

ま

す
。

ま

ず
、
市
街

化
区

域
内

の
未
利

用
地
に
つ
い
て
、
「
一
般
定
期
借
地

権
」
の
利
用
（
活
用
）
を
希
望
す

る
人

王

地
所
有
者
）
に
、
定
期

借
地
権

に
係
る
土
地
を
登
録
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
土
地

の
登
録

に

は
、
本
人
の
申
し
出

が
必
要

で
す
。

登
録
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、

広
報

ま
つ
ど
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
、
公
共

機
関
を
媒
介
と
し
て

広

く
Ｐ

Ｒ
を
行

い
、

二
戸
建
て

マ
イ

ホ
ー
ム
の
取

得
を
検
討
し
て

い
る

人

（
利
用

者
）
へ
情
報
提
供
し

ま

す
。

審
議
会
等
の
公
開
状
況

市

で

は

、

よ

り

開

か

れ

た

市

政

を

推

進
す

る

た

め

、

審

議

会

等

の

会
議
を
原
則
と
し
て
公
開
す
る
「
審

議

会

等

の
会

議

の
公

開

に

関

す

る

指

針

」

を
施

行

し

、
市

民

の

皆

さ

ん

が
会

議

を
傍

聴

で

き

る

よ

う

に

し

て

い
ま

す

。

圖
総

務
企

画

本

部

総

務

課

情

報

公

開

係

登
3
6
6・
7
3
0
5

会

議

公

開

制

度

の

実

施

状

況

平
成
1
2
年
度
中
に
会
議
を
開
催

し
た
審
議

会
等
の
数
は
四
十
三
で
、

延

べ
百
四
十

八
回
の
会

議
が
開
催

さ

れ
ま
し

た
。
こ

の
う

ち
公

開
で

開
催
し
た
会
議

が
六
十
一
回
、
会

議

の
一
部
を
公

開
し

た
も
の
が
七

回
、
審
議
内
容
中

に
個
人

の
プ
ラ

イ

バ
シ
ー
に
関

す
る
事
項

が
あ
る

な
ど

の
た

め
非
公

開
と
し

た
会
議

が
七

十
二
回
で
し
た

。

傍

聴

の

方

法

公

開
す
る
審
議
会
等

の
会
議

の

開
催

予
定
、
傍
聴
手
続

き
の
方

法

に
つ
い
て
は
、
広
報
ま

つ
ど
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
各
支
所

で
お

知

ら
せ

し
て

い
ま
す

。

ま
た
、
市
役
所
別
館

一
階
行

政

資

料
セ
ン
タ

ー
で
は
、
非
公

開
の

会

議
を
含
め
た
す

べ
て

の
会
議

の

開
催

予
定
な
ど
の
情
報
を

お
知

ら

せ
し

て
い
ま
す
。

市
民

の
皆
さ
ん
の
傍
聴

を
お
待

ち
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
問

い
合

わ
せ

く
だ
さ

い
。

会

議

録

の

閲

覧

公
開
し
た
審
議
会
等
の
会
議
録

、

(登録台帳の閲覧)

会

議

資
料

な

ど

は

、

行

政

資

料

セ

ン

タ

ー

で

閲

覧

が

で

き

ま

す

。

ま

た

、
市

の

刊

行

物

、

行

政

資

料
な
ど
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ

ご
利

用

く

だ

さ

い
。

(平成12年度)審議会等の会議の公開・非公開の決定状況

審議会等の数
公開・非公開の決定区分

公開 一部公開 非公開 その他（未決定等）

52 23 14 ８ 7

(平成12年度)審議会等の会議の開催状況

開催回数 ．
公開・非公開の内訳

公開 一部公開 非公開 その他（未決定等）

148回 61回 7回 72回 8回

※非公開72回のうち44回を介護認定審査会が占めています。

一般定期借地権のメリット

土地を

貸したい人

◆借地期間終了後､必ず土地が戻ってきます。
◆安定した地代収入が得られます。
◆居住用として使用の場合、固定資産税等が軽減されます。

土地を

借りたい人

◆少ない資金て、広くゆったりした住宅に住むことができます。
(定期借地権付住宅は土地を取得しないため、通常の分譲住宅

購入と比べると当初の負担額が少なくて済みます)
◆借地期間中、増改築・建て替え等が可能です。
◆借地期間中、相続が可能です。

高
齢
者

母
と
子

市立松戸

高 等 学 校

への転入学試験

申し込みは

7月19日(木)まで

市
立
松
戸
高
等
学
校
で
は
、
転

入

生
を
受
け
入

れ
る
た

め
の
試

験

を
行

い
ま
す
。

対
象
：
普
通
科
＝
一
・
二
・
三
年

生
、
国
際
人
文
科

＝
二

・
三
年

生

募
集
人
数
・：
若
干
名

応
募
資
格
…
保
護
者
の
転
勤
等
に

伴
う
転
居
に
よ
り
、
在
籍

校
に
通

学
で
き
な

い
生
徒
な

ど

募
集
期
間
…

７
月

９
囗
囲
～
1
9日

水試
験
日

…
７
月
2
3日
側

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

圖
車

立
松
戸
高
等
学
校

昔
3
8
5
・
３

「
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」

入

賞

者

決

定

8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ

イ

マ
ル
）
運
動

を
ご
存
じ
で
す

か
。八
十

歳
に
な
っ
て
も
自
分

の

歯

を
二

十
本
以
上
保
と
う
と

い

う
運
動
で
、
歯
科
保
健
知
識
の

普
及

や
定

期
的
な
歯
科
健
康
診

査

を
推
進
し

、
生
涯
を
通
じ
た

歯
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

て

い
ま
す
。

今
年

も
こ

の
運
動
の
一
環

と

し

て
「
よ

い
歯

の
コ

ン
ク
ー
ル
」

が
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
歯
に
自

信

の
あ
る
八
十
歳
以
上
の
人

が
十

八
人

、
昨
年
三
歳
児
歯
科
健
康

診
査

を
受

診
し
た
お
子
さ
ん
と

そ

の
お
母

さ
ん
が
六
組
応
募
し

ま
し

た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

。

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
・：
佐

藤
逸
郎
さ
ん

（
八
十

三
歳

・
栗

山
）

準
優
勝
・：
永

野
拓
治
さ
ん

（
八

十
歳

・
仲
井
町
）
、
田
中
米
次
さ

ん
（
八
十
歳
・
大
谷
口
）

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
勝
・：
森

麻
里
さ
ん
と
和
樹
く

ん

（
小

根
本
）

準
優
勝
…
藤
森

優
子

さ
ん
と
遼

く
ん

（
ニ

ツ
木
）

な
お
、
優
勝
さ

れ
た
人

は
７

月

に
開
催
さ
れ
る
県

の
コ

ン
ク

ー
ル
に
出
場
し
ま
す

。

圖
保
健
福
祉
課

保
健
係

登
3
6
6
・

葛
飾
納
涼
花
火
大
会

に
伴
う
交
通
規
制

第35 回葛飾納涼花火大会の実施

に伴い、矢切付近の江戸川土手沿い

の市道は、7月24日(火)午後6時から8

時30 分の問は一方通行になります。

市川市側からは、自動車・オート

バイ等の通行はできませんのでご注

意ください。

圜葛飾納涼花火大会実行委員会事務

局( テクノプラザかつしか内) 昔03

-3838-5558

小
さ
い
こ

ろ
か
ら
間
食
は
せ
ず

、

ま
た

、
規

律
の
厳
し
い
集
団
生
活

が
長
か

っ
た
こ
と

も
幸
い
し
て
い

ま
す

。
高
齢
に

な
っ
て
か
ら
は
よ

く
か

む
こ
と

を
心
が
け
、
こ

れ
は

老
化
の
防
止
に

も
役
立
っ
て
い

る

と
思
い
ま

す
。

心
が
け

て
い
る
こ
と

は

、
食
後

の
歯
み
が

き
で
す
。
歯
の
生
え
始

め
は
私
か

ガ
ー
ゼ
で
ふ
き

、
歯
ブ

ラ
シ
が
持

て
る
よ

う
に
な
っ
て
か

ら
は
自
分

で
み
が
か
せ

て
い
ま
す

。

歯
み
が
き

を
習
慣
づ
け
て
く
れ
た

私
の
両
親
に

も
感
謝
し
て
い
ま
す

。

そ
の
八
十
七
　
歯
は
白
い
？

ア
イ

ボ
リ

ー
ホ
ワ
イ
ト

と

い

う
言
葉

が
あ
り
ま
す

が
、
こ

れ

は
ご
存
じ
の
と
お
り
象
牙
色
の

こ
と
で
す

。
ほ
乳
類

の
歯
に
共

通
し
た
色
で

、
赤

い
歯

と
か
銀

色

の
歯
と

か
を
持

っ
て
い
る
動

物
は
存
在
し
ま
せ

ん
。

と
こ

ろ
で
人
間
社
会

で
は
、

歯

が
悪
く

な
っ
た
と

き
に
そ
の

機
能
を
回
復
す

る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま

な
材

料
を
使

っ
て
修
復

す

る
と

い
う
こ
と

が
、
昔
か
ら

行

わ
れ
て

き
ま
し

た
。
し

か
し

な

が
ら

、
社
会

が
成
熟

す
る
に

し
た

が
っ
て

、
機

能
と
と
も
に

見
た
目
も

回
復
し

た
い
と

い
う

要
求

が
高
ま

っ
て
き
ま
し

た
。

白
い
歯
で
い
た
い
と
い
う
希
望

は
、
近
年
急

速
に
拡
大
し

て

い

ま
す

。

現
在

ア
メ
リ
カ
で
は
、
歯
の

漂
百

と

い
う
も

の
が
流
行

し
て

い
ま
す

。
こ

れ
は
薬
剤
を
使

っ

て
歯
の
色
を
白
く
す
る
技
術
で
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
で
そ
の

キ

ッ
ト

が
手
軽

に
購
入

で
き
ま

す

（
こ

れ
を
ホ
ー
ム
フ

リ
ー
チ

ン
ク
と
言

い
ま

す
。
最

近
は
こ

れ
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

日
本
で

は
ま

だ
薬
剤
の
認
可
が

さ
れ
て

い
ま
せ

ん
）
。
ま
た

、
歯

科
医
院

で
の
歯

の
漂
日
処
置
も

行

わ
れ
て

い
ま
す
。
歯
科
医

院

で

の
漂

口
に
つ
い
て
は
、
日
本

で
も
保
険
外
診
療

と
し
て
認
め

ら

れ
て

い
ま

す

（
た
だ
し
、
神

経
を
取

っ
て
し

ま
っ
た
前
歯
に

つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ

り
ま
す

が
、
保
険

が
き

き
ま

す
。

詳
し
く

は
歯
科
医

院
で
ご
相
談

く

だ
さ
い
）
。
こ

の
よ
う

に
、
先

進
国

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
白

い
歯

で
い
た
い
と

い
う
欲
求
が

た

か
ま

る
よ
う

で
す
。
前
歯
だ

け
で

は
な
く
、
奥

歯
に
詰
め
た

り

か
ぶ
せ

た
り

す
る
素
材
に
つ

い
て

も
、
い
か
に
歯
の
質
に
近

づ

け

る

か
研

究

が
続

け

ら

れ

て

い
ま

す

。

機

能

的

な

こ

と

が
解

決

さ

れ

る

と

、

次

に

見

た

目

の

満

足

が

求

め

ら

れ

る
よ

う

に

な

る

よ
う

で

す

。

日

本

で

は

、

健

康

保

険

制

度

に

よ

っ
て

機

能

的

な

問

題

の
解

決

に

対

す

る

価

格

が
た

い

へ

ん

低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

審

美

的

な

問

題

を

解

決

す

る
技

術

が

相

対

的

に

高

価

な

も

の

に

感

じ

ら

れ

ま

す

が
、

諸

先

進
国

に

比

べ

て

特

に

高

価

と

い
う

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。
特

に

前

歯

（
犬

歯

か

ら
犬

歯

）
に

つ

い
て

は
、

硬

質

プ

ラ

ス

テ

ィ

ッ

ク

で
作

ら

れ

た

歯

や

金

属

に

硬

質

の

プ

ラ

ス

テ

ィ

ッ
ク

を

張

り

付

け

た

歯

は

保

険

適

用

さ

れ

て

い
ま

す

。

小

臼

歯

に

つ

い
て

も

、

硬

質

の

プ

ラ

ス

テ

ィ

ッ

ク

は
保

険

が

適

用

さ

れ

て

い
ま

す

（
こ

の
材

料

に

関

し

て

は

耐

久

性

な

ど
問

題

点

も

多

く

、

す

べ
て

の
場

合

に

適
応

で

あ

る
と

は

い
え

ま
せ

ん
。

ま

た

、

ブ

リ

ッ

ジ

の
場

合

は

、

小

臼

歯

に

使

用

す

る
こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

）
。

現

在

、

耐

久

性

や
色

調

か

ら

い
え

ば
セ

ラ

ミ

ッ

ク

が

一
番

で

す

が

、

残

念

な

が
ら

こ

れ

は

保

険

適

用

さ

れ

て

い
ま

せ

ん

。
日

本

の

健

康

保

険

制

度

は

、

現

実

に

は

機

能

の
回

復

以

上

の

こ

と

に

関

し

て

は

ほ

と

ん

ど

フ

ォ

ロ

ー
し

て

い
な

い

の

で
す

が

、

財

源

の

問

題

か

ら

、

こ

れ

は
し

か

た

の

な

い
こ

と

で

し

ょ
う

。

特

に

歯

科

の

場

合

、

生

き
死

に

に

直

結

は

し

な

い
た

め

に

、

保

険

適

用

の

幅

は

お

の

ず

か

ら

せ

ま

い
も

の
に

な

っ

て
し

ま

い
ま
す

。

と

も

あ

れ

、

保

険

診

療

と

は

別

の

所

で

、

白

い
歯

へ

の

希

望

に

こ

た

え

る
技

術

は

、
皆

さ

ん

の
想

像
以

上

に
進

ん
で

い
ま
す

。

（
松

戸

歯

科

医

師

会

）

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

の
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市政協力委員を委嘱し ました

平
成
1
3・
1
4年
度
の
市
政
協
力
委
員

を
ご

紹
介
し
ま
す

。

委
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
の
伝
達
や
地
域
の
要
望
の
取
り

次
ぎ
な
ど
、
市
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

圖
地
域
振
興
課
振
興
係

昔
3
6
6
・
7
3
1

8

市
政
協
力
委
員
は
、
町
会
や
自
治
会
な
ど
の
地
域

団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
た
ち
で
す
。

行
政
情
報
を
回
覧
板
や
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
皆
さ
ん

に
届
け
た
り

、
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
集
約
さ
れ
た
地

域
情
報
と
し
て
、
市
に
取
り
次
い
で
い
ま
す

。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
違
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

小金地区
小金上町 花野井弘

小金本町 石渡武

小金八坂町 磯畑脩

小金宮元町 竹内能－

小金中町 築田隆

小金下町 峯崎芳雄

小金上総町 丸山馨

小金清志町 松丸豊樹

ニツ木訥1 林克忠

ニツ木第2 大塚博

大谷口 大熊義治

大谷口北 田端祝雄

大谷口南 半田慶太郎

大金平一丁目 松繁恭子

大金平二丁目 高間貞之

大金平三丁目 五十嵐潔

大金平四丁目 羽石勝男

大金平五丁目 寺島資郎

中金杉 小野田盈也

幸田 大野昭成

富多葉 白田茂

平賀 石井勝次

殿平賀 月見里忠良

殿平賀南 斉藤一雄

東平賀 西澤駿二

東平賀北 岡野忠雄

東平賀城町 宇野寅雄

きよしケ丘 鹿間次郎

久保平賀 中山一三

根木内城山 落合進

小金きよしヶ丘

教員住宅
守屋昌彦

北小金ハイツ 中条弘吉

明大二地区

上本郷第1 遠山幸樹

上本郷第2 小林重雄

上本郷第3 鈴木俊司

上本郷松郷 山村一雄

北松戸 染谷孝一

南花島第1 鈴木潤治郎

南花島第2 渡辺美代子

南花島第3 牧野幸一

南花島第4 鷲見銀治

竹ヶ花第1 藤枝喜四治

竹ヶ花第2 鈴木信吉

竹ヶ花第3 松川正

樋野口 吉田武雄

古ヶ崎新田第1 中村加奈子

古ヶ崎新田第2 石井宏

古ケ崎新田第3 鈴木好雄

古ケ崎東 飯沼冽

古ケ崎本田第1 森谷久

古ケ崎本田第2 柴崎裕

古ケ崎本田第3 秋山繁樹

栄町一丁目 蟻坂昭平

栄町二丁目 菊本耕司

栄町三丁目 永田正雄

栄町四丁目 秋山淳子

栄町五丁目 倉持貞雄

栄町六丁目 倉持清

栄町七丁目 鹿野静夫

栄町八丁目 吉岡昭

栄町西 戸張学

栄町坂川 倉持操

五香六実地区

五香西 菊池和美

五香駅前 粕谷栄一

五香本町 米山永喜

五香元町 山崎照雄

五香東 伊佐地善廣

五香南 當麻初恵

北丘団地 吉原久喜

五香新町 増田直吉

牧の原東 梅澤進

六実連合

正田勝太

井上－

伊藤春夫

友野清治

松本常夫

加藤正人

滝澤久男

六高台二丁目 三枝明夫

高柳 渡辺智胤

六高台三丁目 米山八千代

六高台連合 島村朋典

六高台団地 作田一雄

やなき 早乙女幸三

松飛台連合

三浦哲夫

瀬谷徹

保坂栄太郎

鈴木壮夫

安西和子

松飛台北 中鴬嘉

泉ヶ丘 渡部経－

ｸｼ崎綺新田 皆川栄一

サンコーポラス

串崎
小野芳生

串崎南町 串田秀一

松飛台防衛庁 高橋徹

本庁地区

平潟 高橋友次

納屋川岸 石井賢二

本町
稲葉八朗・石井

保

一丁目向山下 原田光治

二丁目
堀口和男・鈴木

正家

三丁目西
宇田川清・松戸
武・中村勝

三丁目東

松戸高治・関兼

雄・原島政弘・
多羅尾定子

松戸山下
吉岡惣八郎・大

塚恭子

陣ケ前

佐藤留治・染谷
辰雄・長谷川金

雄

宮前町
廣瀬芳男・宮内

明・渡辺剛司

角町

東野孝清・栗山

喜夫・飯塚豊子

・宮田友敬

下横町 大貫忠宏

小山連合 徳丸力

小山第1 加藤栄一

小山第2 矢崎榮助

小山第3・4 庄司栄一

小山第5 伊原亨

小山第6 石倉登紀子

小山第7 坂井邦彦

小山第8 高安源治

小山第9 中川唱子

小山第10 志賀教男

小山第11 伊藤美代子

小山第12 高橋秀文

小山第13 樋田実

小山第14 篠崎貞友

常磐平地区

常磐平一丁目 中茎佑幸

常盤平二丁目 木村哲也

常盤平三丁目 星野和央

常盤平四丁目 舟山雅康

常盤平五丁目 佐草貞男

常盤平六丁目 遠山弘一

常盤平七丁目 井田政義

常盤平双葉町 長嶋巳次男

常盤平陣屋前 三好健夫

常盤平西窪町 安蒜松市

常盤平柳町 高橋正雄

金ケ作 石川直幸

佐野 長谷川利光

門前 板橋正夫

日暮 染谷信則

日暮七丁目 稲葉要一

千駄堀第1 吉野寅二郎

千駄堀来葉 霸岡照郎

千駄堀新山 原正男

千駄堀八景台 安藤正雄

牧の原一丁目 土肥忠政

牧の原二丁目 石橋正寛

かぶと山 古沢芳男

牧の原団地二
街区住宅

小山進

牧の原団地一

街区住宅

菊池守・町田勝

利・金井文彦

馬橋地区

馬橋上宿 大出七郎

馬橋中宿 渡辺井八郎

馬橋下宿 島野育夫

馬橋前田 穐谷正義

馬橋坂 玉井昇

馬橋北 松本光一

馬橋西 西川俊泰

中根 小川光次

新作第1 石井勇

新作第2 田辺実輝男

新作第3 米盛房枝

プロムナード北

松戸
塚田功一

三ケ月 澁谷信重

新松戸ガーデニ

ア
仲田公央

幸谷 酒井政隆

中和倉第1 恩田忠治

中和倉第2 田中勇

中和倉第3 小林傳吉

八ヶ崎第1 坂田元

八ヶ崎第2 斉藤義雄

八ヶ崎第3 小暮廣弥

八ヶ崎7丁目 柏木昭雄

八ヶ崎新町 石原良一

竜房台 輿石幸三郎

小金原地区

小金原連合 高橋宏

根木内 松丸武雄

小松園 小石勝義

ハケ崎一丁目福

寿台
伊藤昭三

栗ケ沢連合 坂恩

小金原一丁目 中村建－

小金原二丁目 高山秀夫

小金原三丁目 新見義和

小金原四丁目 湯浅利雄

小金原五丁目 柴田道子

小金原六丁目 山本銀市

小金原七丁目東 老松繁

小金原七丁目西 吉田稔

小金原八丁目 大沢武雄

小金原九丁目 鈴木英夫

小金原六丁目ワ

番住宅
木村正男

小金原分譲住宅
請井敏裕・長
島重夫

小金原事業団 菅野利光

小金原団地

細川義勝 一佐
野孝喜・飯島

之子・竹内す
み子・小島豊

・渡部芙美子
・加藤遅

明第一地区

松戸新田第1 三好一男

松戸新田東 植竹陌易

仲井町 田中悦二

松戸新田第4 中山利男

松戸新田第5 野尻幸男

松戸新田第6 平賀荘吾

寒風台 春日忠吉

京流 武田清

稔台連合 大井藤一郎

稔台第1 古島久芳

稔台第2
深澤正治

稔台第3 池上文夫

稔台第4 立入政

稔台第5 草強貞旭

稔台第6 小林友三郎

稔台第ﾜ 大木克夫

稔台第8 松波明照

稔台第9 鈴木隆子

稔台第10 藤本薫

稔台南 福田八重子

胡録台第1 清水保久

胡録台第2 森上多蔵

胡録台第3 影山勲

胡録台南 小竹文男

胡録台第5 判田襄

胡録台高見 小室元

胡録台大畑 田中辰三

相模台 古賀賢一

岩瀬
栗原義郎・大
越常珠

旭ケ丘 鴻巣武

小根本 森谷二三雄

緑ケ丘一丁目 川辺五郎

緑ヶ丘二丁目 栗山寿美雄

根本第1 鈴木勇治

根本第2 藤津勇

根本第3 塩谷泰佑

根本第4 川井攝章

根本第5 荻野洋子

根本第6 石井浅五郎

根本第7 鳩谷敏明

根本第8 坂倉喜三郎

野菊野団地 渡辺まさ子

八柱 中島盛

みなづき 土田清賓

新松戸地区

馬橋みどり 佐南谷冏祐

馬橋中央 大川勇

馬橋寿一丁目 鈴木昇

馬橋寿二丁目 古姓昭郷

馬橋寿三丁目 八十岡忠次郎

馬橋住吉町 佐藤忠一郎

ゆうかり 鈴木淳一

三村新町 玉木敬

虹の街 佐々木一隆

南新松戸 飯田末男

七右衛門新田 小林政可

旭町 横山定敏

主水新田 椿唯司

小金下谷 内倉辰紀

新松戸一丁目 松下政明

新松戸二丁目 小宮山朝重

新松戸ュ丁目 宮井嘉則

新松戸四丁目 宮嶋勇

新松戸五丁目 布施祥夫

新松戸六丁目 中島信男

新松戸七丁目 田中康裕

サンライトパス
トラル壱番街 行方哲夫

〃　弐番街 草皆はつ代

〃　参番街 佐藤敏介

〃　六番街 佐々木昌利

〃　七番街 鈴木重昭

〃　ハ番街 幡野建太郎

コミュニティ五
番街

中崎俊行

新松戸南パーク
ハウス

稲葉一彦

新松戸東パーク
ハウス

木村英道

新松戸中央パー
クハウス

大場弘

新松戸西パーク
ハウス 新保知右喜

新松戸ハイツ 矢武修治

新松戸フアミー
ルハイツ

真田昌彦

アゼリアパーク
ハウス

向居彰夫

パークハウス新
松戸311

宮西今朝幸

新松戸東 渡辺仁

横須賀一丁目 齊藤實

横須賀二丁目 飛澤節男

新松戸北一丁目 本田傭二

新松戸北二丁目 大橋弘

矢切地区

上矢切第1 浅野美代子

上矢切第2 薮崎喜久夫

上矢切第3 長谷川貞司

中矢切 齊藤茂

中矢切第3 市川久男

下矢切第1 野間－

下矢切第2 高安勇

下矢切第3 杉浦㈹男

下矢切栄町 木曽林博文

下矢切睦会 宮下友利

下矢切日松会 佐藤昇

下矢切若葉 渡辺和雄

栗山第1 千島勝正

栗山第2 生田目治男

三矢小台三丁目 根本守

大橋南 松尾茂

大橋東 今村祐夫

郊外大橋 笠原久幸

柿ノ木台
浜谷三雄・竹

内等

二十世紀が丘 内田勝治

中松町 吉澤一博

小山台 量壯二郎

東部地区

紙敷新田 渡部栄綱

紙敷中内薄浦 湯浅光雄

紙敷向新橋 竹丸育孝

和名ケ谷 浮ヶ谷忠弘

大橋 松戸勝太郎

秋山 石井隆

秋山団地 油布文雄

高塚新田 山室一雄

高塚団地 犬木貞夫

河原塚第1 矢野浩

河原塚第2 宮口富信

河原塚南 横山彰正

河原塚南山 和田元彦

梨香台団地 伊東典男

新語安男・水嶋清司・

森本進・山崎道子・島
津節子・中沢卓実・市

毛浅子・村澤明子・川
手絢子・鳥羽田徳昭・

新田勝義・川上親秀・
小田寛重・山根由美・

原進

常盤平

団地

「
介
護
予

防
」

と
い
う
言
葉

を
皆
さ

ん
は
ご
存
知
で

し
ょ
う

か
？耳
慣

れ
な
い
言
葉
で

す
が
、

こ

れ
か
ら
の

高
齢
社
会
を
安
心

し
て
暮

ら
す
た
め
に
、
誰
も
が

気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

こ
と
で

す
。

介
護

の
も
の
知
り
博
士
の
ご

隠

居
と

、
あ
わ
て

者
の
八
っ
つ

あ
ん
の

会
話
を
の
ぞ

い
て

み
ま

八

つ
つ

あ
ん

ご
隠
居
！
ご
隠
居
ー
っ
！

「
介
護
予
防
」
つ
て

一
体
何

の
こ

と
で
す
か

い
？

ご
隠

居

何
だ
ね
、

い
き
な
り
と

び
込

ん
で
き
て
。
ま
あ
、
座

っ
て

ゆ

っ
く
り
話
を
し
よ
う
じ

ゃ
な
い

か
ね
。「
介
護
予
防
」
に

つ
い
て

か

い
？

八

つ
つ

あ
ん

そ
う
で
さ
あ

。
あ

っ
し

の
腹

に
た
ま

っ
た
こ

の
ゼ
イ
肉
と
何

か
関
係

が
あ

る
ん
で
す

か
ね
？

ご

隠
居

そ
れ
は
「
皮
下

脂
肪

」
だ

ろ
。

ば
か
者

。
そ
ん
な

ギ
ャ
グ
で
誰

が
笑
う
も
ん

か
ね

。
ま

あ
、
ま

っ
た
く
関
係
な

い
と
も
言
え

な

い
け
ど
な

。

八

つ
つ

あ
ん

と
言

い
ま
す
と
？

ご

隠
居

ま
あ
、「
介
護

予
防
」
と
は
簡

単
に
言

っ
ち
ま
え

ば
、
読

ん
で

字

の
ご
と
く
、「
介
護

が
必
要

に

な
る
状
態
を
前
も

っ
て
防
ぐ
」

と

い
う
こ
と

さ
。
日

本
は
今
、

世
界

の
最
長
寿
国

だ
け
ど
ね
、

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者

の
数
は
ず

っ
と
増
え
て
い
ぐ
そ
う
な
ん
だ
。

す

る
と
介
護
を
必
要

と
す
る
高

齢
者

の
数
も
ま
す

ま
す
増
え

て

い
く
だ

ろ
う

が
、
そ
う

な
ら
な

い
よ
う
に
生
活

習
慣
病
に
気
を

付
け
て
、
健
康

で
自

立
し
た
生

活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
心
が
け

ま
し

ょ
う
と

い
う
こ

と
さ
。

八

つ
つ

あ

ん

じ

ゃ
あ

、
あ
っ
し

の
こ
の
太

り
過
ぎ
も
ヤ
バ
イ
？

ご

隠
居

自
分
で
自
分

の
健
康
管
理
に

気
を
使
う
こ
と
が
大
切
だ
ね
。

あ
と

、
生

き
が

い
を
保
ち
、
社

会

の
一
員

と
し

て

い
つ
ま
で
も

社
会

に
参
加

で
き
る
機
会
を
持

つ
こ
と

。
松

戸
市

で
も

い
ろ

い

ろ
な
取
り
組

み
が
さ
れ
て

い
る

八

つ
つ

あ

ん

ど
ん
な
取
り

組
み
で
す
？

ご

隠

居

今
日

は
こ

れ
く
ら

い
で
続
き

は
次

回
に
な
。
ま
あ
、
あ
た
し

や
必
要
な
い
だ
ろ
う
け
ど
…

ご
隠
居
は
油
断
し
な
い
こ
と

こ
そ
「
予
防
」
だ
と
気
付
い
て

い
な
い
よ
う
で
す
ね
。

詳
し
い
内
容
は
次
回
に
続
き

ま
す
。

市と地域のパイプ役

在
宅
介
護
の
窓
口
か
ら

第
二
階
　
介
護
予
防
を
知
っ
て
い
ま
す
か

（
そ
の
一
）

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介
護
支
援
課
内
）

常盤平団地地区|
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◆

親

子

で

ス

キ

ン

シ

ッ

プ
「
楽

し
い
親
子
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

７
月
2
4日

㈹
・
2
6日
困

・
2
7日

窗

〔
全
三

回
匸

①
親
子
コ

ー
ス

＝

午
後
１
時
～
２
時
3
0
分
②
児
童
コ

ー
ス

＝
午
後
３
時
～
４
時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
リ
ハ
ー
サ
ル

室
　

内
容
楽
し

い
ダ
ン
ス
、

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
の
一
部
を
使

っ
て
表
現

力

を
つ
け
、
親
子
で
体

を
動

か
し

な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し

ま
し
ょ
う
　

対

象
①
親
子
コ

ー
ス

＝
二
～
六
歳

の
親
子

②
児

童

コ

ー

ス
＝
小
学
一
～
三
年
生
（
親
の
参

加
も
可
）
　

定
員

各
コ

ー
ス
ニ

十

五
組
（
抽
選
）
　
費
用
一
組
三
千

五
百

円

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
コ
ー
ス
・

住
所

・
氏
名

・
年
齢

（
学
年
）
　・

電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
干
2
7
0
－

2
2
5
2

松
戸
市
千

駄
堀

六
四
六

の
四
　

森

の
ホ
ー
ル
2
1内

ミ
ュ

ー

ジ
カ
ル
講
座
係

（
登
3
8
4
・
2
2
2

1
）
へ

待
望
の
夏
休
み
。
み
ん
な
と

Ｉ
緒
に
お

も
い
っ
き
り
遊
ぶ

ぞ

◆

親

子

ご

み

ツ

ア

ー

毎
日
出
し

て

い
る
ご
み

が
、
ど

の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か

を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
清
掃

施
設

の
見

学
会
を
行

い
ま
す

。

７
月
2
4日

㈹
、
８
月
８
日
困

各

午
前
８
時
5
0
分
～
正
午
コ
ー
ス

市
役
所
～

日
暮
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ

１
～

資
源

リ
サ
イ

ク
ル
セ

ン
タ
ー

～
和
名

ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ
ー

～
市

役
所

対
象
市

内
在
住
の
親

子

（
小

学
三

年
生
以
上
、
乳
幼
児

の
参
加
は
不
可
）
　
定
員
先
着
各

十
組
二
十
人
　
費
用
無
料

※
通
常

（
第
二
水
曜
日
）

の
ご
み

ツ
ア

ー
７
月

・
８
月
分

は
、
お

休

み
し
ま
す

。

圃
参
加
希
望
日
の
五
日
前
ま
で
に
、

電

話
で
環
境
計
画
課

登
3
6
6
・
7
3

3
2

へ

◆

夏

休

み

親

子

映

画

会

「
ラ

イ

オ

ン

キ

ン

グ

Ⅱ

」

７
月
2
8日
出
午
後
２
時
～

４
時

（
午
後
１
時
3
0分
開
場
）
　
会
場
六

実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
定
員

先
着
百

五
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
公
民
館

公
3
6
8
・
1
2
1

4
へ

◆
親
子
市

政
見
学
会

①
７
月
Ｓ
日
困
②
８
月
3
0日
困

各
午
前
９
時
1
0
分
市
民
会
館
集
合

午
後
４
時
解
散
予
定
　
コ
ー
ス
市

民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
～
消

防
局
～
和
名
ヶ
谷
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
～

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園

～
市
役
所
　
対
象
小

学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
各
先
着
二
十
二
人
　
持
ち
物

昼
食
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
広
報
課
登
3
6
6
・
7
3
2

0
へ

◆

手

ひ

ね

り

陶

芸

親

子

教

室

７
月
2
9日

㈲
午
前

９
時
3
0分
～

午
後
Ｏ
時
3
0
分
　
会
場
矢
切
公
民

館
　
対
象
小
学
生
以
上
の
親
子

定
員

先
着
十
五
組
　

費
用
一
組
五

千
円

（
材
料
費
）

圃

７
月
1
5日

㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

を
記
入
し

て
、
〒
2
7
0
－

2
2
5
1

松
戸
市

金
ヶ
作
二
八
一

山
下

一
歩
（

昔
3
8
4
・
3
6
4
5

）
へ

◆
夏

休
み
子
ど
も
折
り
紙
教

室
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
を
折
る
」

７
月
2
9日
⑧
屮
午
前
の
部
＝
午

前
９
時
丿
分
～
午
後
Ｏ
時
3
0分
②

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分

会
場
市
民
会
館

対
象
小
学

三
年
生
以
上
　
定
員
各
先
着
三
十

人
　
費
用
三
百
円
（
材
料
費
等
）

圃
電
話
で
折
り
紙
矢
切
・
渡
辺
登

3
6
5
・
Ｑ乙ρ０
００
０乙
へ

◆

音

環

境

学

習

会

「

よ

い

音

を
さ
が
そ
う
！
」

７
月
3
1日
天
午
前

９
時
3
0分
市

役
所
議
会
棟
三
階
特
別
委
員
会
室

集
合
、
午
後
３
時
解
散
予
定
〔
雨

天

中
止
〕
　

内

容
柴
又
帝
釈
天
界

わ

い
か
ら
矢
切

の
渡
し

で
江

戸
川

を
渡
り
、
音
風
景

を
探
訪
　

対
象

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
先

着
二
十
人
　

持
ち
物

弁
当

・
水

筒

・
筆
記
用
具
　
費
用
大
人
百
円
・

小
学
生
五
十
円
（
矢
切
の
渡
し
代
）

圃
７
月

５
日
困

午
前
９
時

か
ら
、

電
話
で
環
境

保
全

課

登
3
6
6
・
7
3

3
7
へ

◆

親

子

映

画

上

映

会

「

ま

っ

て

ま

し

た

転

校

生

」

７
月
2
6
日
米
①
午
前
1
0
時
～
1
1

時
4
0分

②

午
後
２
時
3
0分
～
４
時

1
0分

③
干
後
６
時
3
0分
～
８
時
1
0

分
　

会
場
市
民
会

館
　

内
容
転
校

を
繰
り

返
し
て
き
た
、
旅
芸
人

の

子

ど
も
の
友
情
、
親

・
先
生
と
の

関
わ
り
を
描
い
た
作
品
　
費
用
三

歳
以

上
七
百
円

図
親
と
子

の
よ

い
映
画
を
み
る
会

・
奥

田

公
3
6
2
・
3
7
3
8

◆

親

と

子

の

東

京

湾

視

察

会

８
月
３
日

溺
午
前
1
0時
出
航
、

午
前
Ｈ
時
3
0分
出
航

、
午
後
１
時

3
0分
出
航

（
各
出
航

の
二
十
分
前

か
ら
受
け
付
け
）
　

集
合

場
所
千

葉
港
船
員
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
前

（
千
葉
市
）
　
対
象
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
　

定

員
各
二
百
三

十
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃
７
月
1
0日

㈹
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

乗
船
希
望
時
刻

・
参
加
者
全
員
の

氏
名

・
年
齢

（
児
童

・
生
徒
は
学

年
も
）

・
電
話
番

号
を
記
入
し
た

も

の
と
八
十
円

切
手

を
張

っ
た
返

信
用
封

筒

（
あ
て
名
を
記
入
）
を

同
封
し
封

書
で
、
干
2
6
0
卜
8
6
6

7
千
葉
市

甲
央
区
市

場
一
の
一

千
葉
県

庁
環

境
生
活

部
水
質
保
全

課

（

登
0
4
3
・
2
2
3
・
3
8
1
6

）
へ

◆
夏
休
み
子
ど
も
歴
史
教
室

「
お
せ
ん
べ
い
焼
け
た
か
な
？
」

７
月
2
2日
㈲
・
2
3日
側
〔
全
二

回
〕
午
前
拍一
時
～
午
後
４
時

会

場
新
松
戸
郷
土
資
料
館
（
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ
ー
三
階
）
　
内
容
お

米
か
ら
お
せ
ん
べ
い
を
作
ろ
う

対
象
市
内
在
住
の

小
学
四
～
六
年
生

定
員
先
着
二
十
人

費
用
無
料

圃
７
月
1
3日
原
ま

で
に
、
電
話
で
㈱

新
松
戸
郷
土
資
料

館
登
3
4
4

・
1
9
0
9
（
月
・
火
曜

日
休
館
）
へ

◆
こ
ど
も
博
物
館
教
室

「
堤

防
の
自
然
」

７
月
2
8日
出
午
前
1
0時
～
1
1時

3
0分
　
集
合
場
所
県
立
関
宿
城
博

物
館

内
　容
関
宿
城
博
物
館
付
近

の
堤
防
を
散
策
し
、
利
根
川
・
江

戸
川
の
分
派
点
ま
で
行
き
自
然
観

察
を
行
う
　
定
員
先
着
四
十
人

持
ち
物
帽
子
・
水
筒
　
費
用
五
十

円
（
保
険
料
）

圃
電
話
で
県

立
関
宿
城
博
物
館
昔

０
４
７
１
・
Ｓ
・
ｌ
ｔ４
０
０
へ

◆

夜
空
と

ホ
タ
ル

７
月
2
8日
出
午
後
６
時
3
0分
か

ら

会
場

手
賀

の
丘
少

年
目
然

の
家

（
沼
南
町
）

内

容
夏

の
星

空

の
観
測

と
ク
ロ

マ
ド
ホ
タ
ル
の
観
察

定
員
先
着

百
人
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圉
電
話
で
県
立
手
賀
の
丘
少
年
目

然
の
家
登
０
４
７
１
・
9
1・
1
9

2
3
へ

◆
夏
休
み
親
と
子
の
手

賀
沼

船
上
学
習
会

①
８
月
1
8日
出
②
８
月
1
9日
㈲

各
午
前
1
0時
～
午
後
３
時

会
場

手
賀
沼
親
水
広
場
　
内
容
午
前
＝

遊
覧
船
に
乗
り
手
賀
沼
の
自
然
や

水
質
を
学
ぶ
（
各
日

共
通
）
、
午

後

＝
①
牛
乳
パ
ッ
ク
か
ら
の
ハ
ガ
キ

づ
く
り
ほ
か

②
廃
食
油

か
ら

の
石

け
ん
づ
く
り
ほ
か
　
対
象
小
学
四

年
～
中
学
生
ま
で

の
親
子

（
高
校

生
以
上
は
親
と
し
て
扱

い
ま

す
。

子
ど
も
だ
け
、
親

だ
け

の
参
加

は

不
可
）
　
定
員
各
先
着
三
十
人
（
抽

選
）
　
持
ち
物
昼
食
　
費
用
無
料

圃
７
月
1
2日

水

〔
消
印
右
効

〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
日
・

親
子

の
氏
名
と
学
年

・
住
所

・
電

話
番
号

・
返
信
用

あ
て
名

を
記
入

し
て
、

〒
万一
－
1
1
4
6

我

孫
子

重

咼
野
山
新
田

一
九
三

千

葉
県

手
賀
沼

親
水

広
場

（
昔
０
４

７
１

・
8
4・
0
5
5
5

）
　へ

常
磐
平
児
童
福
祉
館
は
、
小
中
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
（
７

月
2
1
日
出
～
８
月
3
1
日
蚩
）
の
開
館
時
間
を
、
午
前
９
時
3
0
分

～
正

午

、
午
後
１

時
～
６

時
と

一
時
間
延
長

（
通
常
は
５

時
閉

館

）
し
ま

す

。

楽
し
い

催
し
物

が
盛

り
だ
く

さ
ん
。
夏

休
み
に
は

、
ぜ
ひ
遊

び

に
来
て

く
だ

さ
い
。

固

常

盤
平
児
童

福
祉

館
ｓ
3
8
7・
3
3
2
0

（
月

曜
休
館
）

◆
「
パ
ソ
コ
ン
広
場
」
に
行
っ

て
み
よ
う
！

７
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
初
心

者
向
け
の
「
パ
ソ
コ
ン
広
場
」
が

始
ま
り
ま
す
。

対
象
小
・
中
・
高
校
生

※
予
約
制
で
す
。

※
詳
細
は
常
盤
平
児
童
福
祉
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ど
も
英
会
話
教
室

①
７
月
2
6日
水
②
７
月
2
7日
窗

各
午
前
1
0
時
～
1
1
時
会
場
常
盤

平
児
童
福
祉
館
　
講
師
ニ
ッ
ク
・

ジ
ー
氏
　
対
象
①
小
学
一
～
三
年

生
⑦
小
学
四
～
六
年
生
　
定
員
各

先
着
三
十
六
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
常
盤
平
坦

里
福
祉
館
へ

◆

「

ト

ラ

イ

ア

ン

グ

ル

常

盤

平

」

夏

ま

つ

り

地
域
の
人
た
ち
と
み
ん
な
で
楽

し

み

ま

す

。

茜

会

・
民

生

委

員

・

児

童

館

・
学

童

・
保

育

所

が

輪

づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

７
月
1
9
日

米

午

後

２
時
3
0
分
～
４
時
3
0

分
　

会

場

さ

る

び

あ

公

園

〔
雨

天

時

は

児

童

館

〕
　

内

容

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

体

験

、

盆

踊

り

、

ヨ

ー

ヨ

ー

つ

り

な

ど

費
用
無
料
（
受
け
付
け
で
チ
ケ
ッ

ト
配

布

、

枚

数

に

限

り

あ

り

）

圖

常

盤
平

児

童

福

祉
館

、
常

盤

平

保

育

所

登

誣

・
６

７

６

２

、

風

の

子

学

童

昔
3
8
8・
7
7
2
4

◆
夏
休
み
親
子
せ
せ
ら
ぎ
教

室

「
葛
西
臨
海
公
園
に
行
こ

う
！
」

７
月
2
7日
蚩
午
前
８
時
3
0分
市

役
所
正
面
玄
関
前
集
合
〔
小
雨
決

行
、
荒
天
中
止
〕
　
内
容
葛
西
臨

◆
親
子
で
楽
し
む
「
ロ
ス
・

ネ

リ

モ

ス

地

球

音

楽

コ

ン

サ

ー

ト

」

７
月
2
0日

聡
午
後
２
時
～
３
時

1
0分

（
１
時
4
5分

開
場
）
　

会
場

常
盤
平
児
童
福

祉
館
　

内
容
「
コ

ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
」
「
さ
ん
ぽ
」

等

の
民

族
音
楽

の
演
奏
。

マ
ラ

カ

ス
を
使

っ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

あ
り
　
対
象
満
三
歳
以
上
の
人
（
幼

児

は
保
護

者
同

伴
）
　

定
員
先
着

百
人
　

費
用

無
料

圃
電

話
で
常

盤
平
児
童
福
祉
館

へ

◆

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ズ
ル
を
作

ろ
う
！

７
月
2
8日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

小
学
三
年
生
以
上
の
人
　
定
員
先

着
二
十
人
　
費
用
二
百
五
十
円

（
材
料
費
）

圃
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
へ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

募

集

児
童
館
・
野
菊
野
こ
ど
も
館

・
移
動
児
童
館
三
会
場
で
の

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
を
つ
く

り
だ
し
て

く
れ
る
人
、
連
絡
く

だ
さ

い
。

もうすぐ夏休み「イベント特集」

みんな楽しもうよ！
夏休みの計画はもう立てましたか。

市などが主催する身近で多彩なイベントを紹介します。

この夏の自由研究や思い出づくりにお役立てください。

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

友
達
や
親
子
で
参
加
し
よ
う

＝

児
童
館
に
お
い
で
よ

一
緒
に
遊
び
・
学
ぼ
う

海
公
園
で
遊
び
、

そ
の
後
江
戸
川
で

稚
魚
の
放
流
を
行

う
　
対
象
小
学
生

以
上
と
そ
の
保
護

者

持
ち
物
昼
食

・
水
筒
・
水
着
・
ビ
ー
チ
サ
ン
ダ

ル

ー
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
等

定
員

先
着
四
十
人
　
費
用
無
料

圃
７
月
６
日
嵐
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
江
戸
川
を
守
る
会
松
戸
支

部
事
務
局
（
河
川
清
流
課
内
）
公

3
6
6
・
Ｉ
ｌ
ｒａ
９乙
へ



◆
星
空
観
望
会

７
月
2
8日
出
午
後
６
時
か
ら

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
と
屋
上
　
内
容
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
見
学
の
後
、
天
体
望
遠
鏡
で
月

や
火
星
を
観
望
〔
雨
天
・
曇
天
時

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
見
学
の
み
〕

定
員
八
十
人
　
費
用
無
料

※
車
で
の
来
館
は
な
る
べ
く
ご
遠

慮
ぐ
だ
さ
い
。

匣
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
へ

◆
夏
休
み
天
文
教
室

「
小
惑

星
が
や

っ
て
く

る
？
」

太
陽
系
に
は
小
惑
星
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
天
体
が
無
数
に
あ
り
ま

す
。
今
年
は
小
惑
星
第
１
号
発
見

「
Ｉ
Ｔ
講
習
」

の
第
三

期
、
８

月
か
ら
９
月

開
催
分

の
受

講
者
を

募
集
し
ま
す

。

な
お

、
第

一
期

（
広
報
ま
つ
ど

４
月
５
日
号
）
募

集
に
応
募
さ
れ

た
人
で
抽
選

に
漏

れ
た
人
に
、
優

IT講習会場別日程一覧（第三期分）

会場森のホール21（千駄堀646の4）

先
的
な
募
集
を

行
い
ま
し
た
の

で
、
今
回
か
ら

定
員
に
達
し
て

時　間 曜日
コース

番 号 実施日 定員

午後IE持30分～ﾜ
時∠15分

土 82 9/29、10/6 3人

日 85 9/9 ・ 16 9人

日 86 9/23 ・ 30 19人

二
百
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ

に
ち
な
ん
で
、
太
陽
系
の
小
天
体

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

８
月
７
日
火
午
後
２
時
～
３
時

3
0分
　
会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
室
　
定
員
八
十
人
　
費
用

無
料
圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室
へ

◆

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

夏

休

み

特

別

投

影

ス

ケ

ジ

ュ

ー

ル

市
民
会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム
室

で
は
７
月
2
1日
田

～
８
月
3
0日

水

（
火

・
金

曜
日

を
除
ぐ
）
は
投
影

ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
変
更
し
ま
す

。

ど
う

ぞ
ご
利
用

く
だ

さ
い
。

投
影
時
間
一
回
約
五
十
分
間

い
な
い
講
習
の
み
の
募
集
と
な
り

ま
す
。

圖
総
務
企
画
本
部
総
務
課
Ｉ
Ｔ
講

晋
担
当
登
3
6
6
・
7
4
0
1

対
象
…
県
内
在
住
の
二
十
歳
以
上

の
人

で
パ
ソ
コ
ン

の
初
心
者

募
集
人
数
…
各
会
場

定
員

欄
を
参

照受
講
費
用
…
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

会場文化ホール（松戸1307の1松戸ビル）

時　間 曜日
コース

番号
実施日 定員

午前10時30分～

午後5時45 分

土 6ﾜ 9/29 、10/6 12人

日 ﾜ0 9/2 ・ 9 4人

日 ワ1 9/16 ・ 23 18人

日 ﾜ2 9/30 、10/7 18人

会場市立松戸高校（紙敷197）

時　間 曜日
コース

番号
実施日 定員

午後1時～4 時 平日 18
8/27 ・ 28 ・

29 ・ 30
12人

内
容
７
月
2
9日
⑧
ま
　
　

゛

で
は
「
火
星
人
は
い

な
か
っ
た
～
こ
れ
か

ら
の
火
星
探
査
」
、
8

月
1
日
水
～
８
月
3
0
日
水
は
「
恐

竜
絶
滅
～
巨
大
い
ん
石
の
衝
突
」

定
員
各
八
十
人
　
費
用
子
ど
も
三

十
円
・
大
人
五
十
円
（
投
影
開
始

三
十
分
前
か
ら
券
を
発
売
）

プラネタリウム夏休み

特別投影開始時間

＼ 水・木曜日 土・日曜日

1回目 午前10 時

2回目 午後1時30分 午後1時30 分

3回目 午後3時30分 午後3時30 分

団

体
の
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
見

学

団

体
（
二
十
人
以

上
）
で
プ

ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
の
見

学
を
希
望

。

す
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
百
円

申
込
み
方
法
・：
７
月
1
6日
丱

〔
必

着
〕
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一

人
一
通

の
み
）

に
希
望
会
場
名
お

よ

び
コ

ー
ス
番

号

・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電

話
番

号

・
返
信
用
あ

て
名
を
記
入
し

て
、
一
7
2
7
1

－
8
5

8
8
松
戸
市
根

本
三

八
七
の
五

松
戸
市
役
所

ア
イ

ー
シ
テ

イ
ま

つ

ど
Ｉ
Ｔ
講
習

担
当

へ

※
返
信
用

仮
面

に
は
何
も
書

か
な

い
で
く

だ
さ

い
。

※
応
募
者
多

数
の
場
合
は
、
抽
選

と

な
り

ま
す
。

※
結
果

（
受

講
の
可

否
）

の
通
知

は

、
全
員

に
通
知
し
ま
す

。

今

後

の

募

集

予

定

▽
四
期
（
1
0～
1
1月
実

施
）
＝

広
報
ま

つ
ど
９
月

５
日
号
で
募

集

定
員

約
千
三
百
四

十
人

▽
五
期
（
1
2～
１
月

実
施
）
＝

広
報
ま

つ
ど
Ｈ
月

５
日
号
で
募

集

定
員

約
千
四
百

七
十
人

▽
六
期
（
２
～

３
月

実
施
）
＝

広
報
ま

つ
ど
1
2月
2
5日
号
で
募

集

定
員

約
千
四
百

六
十
人

期 日 内容

7/28C土)・29
(日)各午前10
時～正午

こども 自然観察会 Ⅱ 「21 世 紀の森 と広 場の トンボ たち」

内容21 世紀の森と広場に生息するトンボの生態を観察　 会場21 世

紀の森と広場　対象小学生　定員各25人（抽選）費用無料

7/29(1日)午後
IE持～∠1時

夏休み一 日学芸 員

内容学芸員の仕事を体験しながら博物館の役割について考える

会場市立博物館　対象小学4～6年生　定員10人（抽選）費用無料

匝］いずれも7月19日㈲〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・学年・

電話番号・希望日（こども自然観察会Ⅱのみ）を記入して、〒270－2252

松戸市千駄堀671　市立博物館「こども自然観察会Ⅱ」または「夏休み一

日学芸員」係(15384-8181) へ

◆IT 学習 支 援コ ー ス( パ ソ コン を 使用 し て

の自 主学 習)

定員各日(回)20 人( 下表参照)　 費用無料

パソコン利用日時一覧表
一　　 一
◆8/1 冰)午後6時～9時◆8/3 窗午後6時～9 時◆8/4

①①午前9時30 分～午後〇時30 分②午後IE侍30分～

∠L時30 分◆8/6 ㈲午後ら時～9時◆8/7(火)午後ら時～

9時◆8/8(tK)午後ら時～9時◆8/18 ㈹①午前9時30 分

～午後O時30 分②午後1時30 分～4時30 分◆8/19日

①午前9時30 分～午後O時30 分②午後1B#30 分～4

時30 分◆8/20 ㈲)午後6時～9時◆8/22(tK)午後ら時～

9時◆8/27(月)午後ら時～9時◆8/29 ㈲午後ら時～9 時

◆ パソコン操作習得コース

費用無料（テキスト代実費）

◆
お
は
な
し
技
術
講
座
「
作

っ
て
み
よ
う
人
形
劇
～
人
形

劇
用
指
使
い
人
形
の
製
作
」

７
月
3
1日
㈹
、
８
月
２
日
水
・

３
日
窗
〔
全
三
回
〕
午
前
９
時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
　
会
場
松
戸
市

お
は
な
し
キ

ャ
ラ

バ
ン

事
業
所
　
対
象
小
学
四

年
生
以
上

の
全
回
出
席

で
き
る
人
　
定
員
三
十
人
　
費
用

千
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

圃
７
月
2
1日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

（
お
は

な
し
会

の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て

い
る
人
は
団
体
名

）
　・
電
話
番

号

を
記
入
し

て
、
一
７
ｍ
Ｊ－
0
0
3
5

松
戸
市
新
松

戸
南

二
の
二
　

剛
松

戸
市

お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
ン

（

登

3
4
4
・
3
0
3
7

）
「
指
使

い
人
形
」

係

へ匣「パソコン操作｣は求職受付票を持って7月10日

(火)午前9時から、｢IT学習｣は7月16日㈲午前9時か

ら、直接松戸職業訓練センター(小金原1の19の3、

登349-3200)窓口で受け付け(IT学習は電話で

の申し込みも可)。

※受付開始時に定員を超えた場合は抽選

講座名 期　　日 対象/定員

初めてのパ

ソコンコー

ス

8/1 ㈲・2㈲・3廊

吝午前9時30分～午後

4時30 分

求職者

各20人

8/8 ㈲・9(木)・10(金)

各午前9時30分～午後

4時30 分

8/29(tK)・30休)・31銜

吝午前9時30分～午後

∠L時30 分

パソコン活

用コース

8/22(tK)・23(村・24竕)

吝午前9時30分～午後

4時30 分

おはなしキャラバン7月公演
申し込み方法…直接会場で、予約が必要なものは電話で千葉県立現代産業科学館（市

川市鬼高1の1 の3 、昔3ﾜ9 －2005 ）へ

～松戸では8 時になったらおはなしタイム～

期 日 会　　場 時　　問 プログラム

7/11610図書館本館 午後3時30分～4 時

絵本「きんたろう」ほか1勵）図書館小金分館 午後3時～3時30 分

25(ﾎ) 図書館本館 午後3時30分～4 時

26 休）常盤平市民センター 午前11時～午後3時（午後

○時10分～IE持30分は昼休

み）

一日おはなしキャラバン特別プロ

グラム
27銜 新松戸市民センター

8/1 ㈲ 六実市民センター

対象3～9歳くらい　持ち物靴を入れるビニール袋　費用無料

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。
圖市立図書館o365 －引 巧

おはなしフェスティバル出演団体・ボランティアスタッフを募集

フェスティバル日時11 月10 日出午後1時～3時30 分、11日脚午前11 時～

午後3時30 分　会場青少年会館　内容①出演団体(子どもたちに絵本・紙芝

居・人形劇などを演じる団体・個人)②ボランティアスタッフ＝会場スタッ

フ(当日の入場者のお世話)、撮影スタッフ(写真撮影)

※①②いずれも10 月に事前打合せあリ〕

圃8月３日窗〔必着〕までに、ハガ半に応募の種類・団体名または氏名・連絡

先(代表者名・住所・電話番号)・職業・フェスティバル参加経験の有無、出

演団体は出演希望日時、会場・撮影ボランティアスタッフは参加希望日を記

入して、〒2ﾜO －0035 松戸市新松戸南2の2　聯松戸市おはなしキャラバン

(公3∠14-303ﾜ) へ

催し名/内容 日　時 対象/定員 費　用

おもしろ工作クラブ1

内容①浮沈子を作る（20日）、②やじろべえを

作る（21日）、③透明プラ板でアクセサリーを

作る（22日）

7/20 ㈲・21仕)・22

(日)吝午後1時30 分

～2時30分

小学4年生～中学生

各当日先着20人

吝400 円( 材料

費・保険料)

おもしろ工作クラブ2

内容①紙コ ソヽプの回転楽器を作る（2ﾜ日）、②

壁づたいネズミを作る（28日）、②プーリーを

使っておもちゃを作る（29日）

7/27 ㈲・28圉・29

(日)吝午後1B$30 分

～2時30分

小学4年生～中学生

各当日先着20人

①400 円

②1,550円

②950 円

(材料費・保険

料)

おもしろ工作クラブ3

内容紙飛行機を作る

8/3窗・5(日卜19(日)

吝午後1時30分～2

時30分

小学4年生～中学生

吝当日先着20人

吝400 円( 材料

費・保険料)

科学館コンピュータ講座

内容コンピュータでTシャツに絵を描く

7/24 ㈲・25(ﾎ)・26

床①午前10時～正

午②午後IE持～3時

コンピュータ操作

のできる小学生以

上の人/吝10 人(予

約制、抽選)

咎1,400円

科学体験フェスティバルイベント1

内容ダンカンレーサーを作る

8/8C水卜12(日)・16

休洛 午後10330 分

～3時

小学4年生以上

吝当日先着20人

各800 円( 材料

費)

科学体験フェスティバルイベント２

内容ラジコンの操作を体験

8/11 ㈹・18(士)吝午

後IE持30分～2 時30

分

小学4 年生以上

各当日先着20 人
無　料

紙飛行機大会（会場は千葉工業大学芝園校舎）

内容紙飛行機を飛ばす

8/26(日)午前9時～

正午

小学4 年生以上

50人（予約制）
300 円

夜
空
に
輝
く
星
を
観
察
し
よ
う

圖
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
昔
3
6
8
・
1
2
3
7

「
I
T
講
習
」
第
三
期
分

受
講
者
を
募
集

テクノ21のパソコン講座・学習支援

（雇用・能力開発機構千葉センター）
博物館の催し物

千葉県立現代産業科学館の催し物
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愛

の

献

血

７
月
1
2日
困

午
侖
1
0時
～
1
1
1
1

時

4
5分
・
午
後
１
時
～
４
時

会
場

ピ
コ
テ
イ
北
小

金
西
館

畏

固
松

戸
保
健
所
総
務
課

登
3
6
1
・
２

こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

７
月
2
1日
出
午
前
1
0時
～
午

後

４
時

会
場
ふ
れ
あ

い
2
2（
健

康

福
祉
会
館
）
　

内

容
松
戸
市
精

神

障
害
者
家
族
会
土
曜
会
会
員

に
よ

る
相
談
（
秘
密
厳
守
）
対
象
「
こ

こ

ろ
の
病
」
の
人
を
抱
え

る
家

族

費
用
無
料

※
同

日

・
同
時
間
に
電
話
で

の
相

談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

（
こ

こ
ろ
の
家
族
相
談
室
直
通

昔
3
8
3

‘
冖ｈり［
ａ
［
ａ
ｌ
］
○

※
毎
月
第
三
土
曜
日
に
相
談

を
受

け
付
け
ま
す
。

圖
土
曜
会
共
同
作
業
所

ビ
オ
ラ
エ

房

・
武
井

登
3
6
6
・
5
6
6
4

平

日

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

子

宮

が

ん

集

団

検

診

受
付
時
間
・
：
午
前

９
時
3
0分
～

1
0時
対
象
・
：
市
内
在

住
の
三
十
歳
以

上
の
女
性

（
今
年
度
、
市
内
委

託
医
療
機

関
で
受

診
し
た
人

は

受

け
ら
れ
ま
せ

ん
）

費
用
：
四
百
円
（
生
活
保
護
世

帯

・
市

民
税
非

課
税
世

帯
・
老

人
医
療
対

象
の
人
は
無
料
）

※
ス
ラ

ッ
ク
ス
は
不
可

※
生
理
中
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

三
日
前

か
ら
膣

（
ち
つ
）
の

洗
浄

は

避
け

て
く

だ

さ

い
。

い

き

い

き

と

生

活

す

る

た

め

の

健

康

生

活

リ

ハ

ビ

リ

教

室
中
央
保
健
福
祉
セ

ン
タ

ー
＝
火

曜
日
、
常
盤
平
保
健

福
祉
セ
ン

タ

ー

＝
水
曜
日
、
小
金

保
健
福
祉
セ

ン

タ
ー
＝
木
曜
日

、
各

午
後
２
時

～
３
時
3
0分

（
お

お
む
ね
週
一
回
）

内
容

身
の
周
り

の
動
作

の
練
習

・

健
康
相
談

・
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

な
ど
　

担
当
理
学
療
法
士

・
保
健

婦
ほ
か
　

期
間

参
加

開
始
か
ら
お

お
む
ね
一
年
間

対
象
市
内
在
住

の
四
十
歳
以
上

で
脳
卒
中
後
遺
症

等
に
よ

る
障
害

が
あ
り

、
介
護
保

険
の

デ
イ
サ

ー
ビ
ス

ー
デ
イ
ケ
ア

・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て
い

な
い
人
　
費
用
無
料

※
そ
の
ほ

か
リ
（

ビ
リ
に
つ

い
て

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

圖
保
健
福
祉
課
保
健
係

登
3
6
6
・
７

思
春
期
な
や
み

相
談

①
臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
＝

７
月
2
4日
火
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
②
精
神
科
（
児
童
）
医
師

に
よ
る
相
談
＝
８
月
６
日
丱
午
後

２
時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松

戸
保
健
所
　
対
象
本
人
・
家
族
・

関
係
者
　
費
用
無
料

※
要
予
約

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導

課
昔
3
6
1
・
2
1
2
1
へ

期 日 会　場

7/11團 常盤平保健福祉センター

12休）常盤平市民センター

13窗 東部スポーツパーク

.23 ㈲ 中央保健福祉センター

24(火)中央保健福祉センター

25㈲ 小金原市民センター

26㈲ 新松戸市民センター

27 ㈲ 六実市民センター別館

30(月)小金保健福祉センター

※
常

盤
平

保
健

福

秕
セ
ン

タ

ー
は

、

「
ふ
れ
あ
い
2
2
」
二
階
で
す
。

圃
当

日

会

場

で

圖

保

健

福

祉

課

検

診

係

昔
3
6
6・
７

東

松

戸

病

院

健

康

塾

７
月
1
9日
閑
午

後
３
時
～
４
時

3
0分
　

会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議

室
　
内
容
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病

の
療
養
生
活
と
治
療
に

つ
い
て
」

講
師
東
松
戸
病
院
神
経
内
科
部
長

・
山
本
剛
司
氏
　
定
員
先
着
七
十

人
　
費
用
無
料

圃
電

話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉

医
療

室

昔
3
9
1
・
5
5
0
0

へ

ポ

リ

オ

ワ

ク

チ

ン

の

追

加

接

種昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま

れ
の
人

が
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
、
ポ
リ

オ
の
Ｉ
型
と

い
弓

種
類

の
免

疫
を

保
有
し
て

い
る
割
合

が
低

い
こ

と

が
、
厚

生
労
働
省

の
調
査

で
わ
か

り

ま
し
た
。

日
本
に
は

ポ
リ

オ
ウ
イ

ル
ス
は

な
い
と
判
断
さ

れ
て

い
ま

す
が
、

ポ
リ
オ

ウ
イ
ル
ス
常
在
国

に
渡
航

予
定
の
人
ま
た
は
、

ポ
リ
オ
ワ
ク

チ

ン
接
種
を
受
け

る
子

ど
も
が

い

る
人
は
、
再
度

ポ
リ

オ
ワ
ク
チ

ン

の
予
防
接
種
を
受
け

る
こ

と
を
お

勧
め
し
ま
す

。

※
費
用
や
実
施
場
所
等

は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

圈
保
健
福
祉
課
予
防
衛

生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　皿

日

本

脳

炎

予

防

接

種

日

本
脳
炎
は
、
コ

ガ
タ
ア
カ
イ

エ
カ
に
よ
っ
て
日
本
脳
炎

ウ
イ

ル

ス
が
人

に
感
染
す
る
病
気
で
す

。

七
～

十
日

の
潜
伏
期

間

の
後

、

高
熱
・
頭

痛
・
嘔

吐

・
意
識
障
害

・
け

い
れ
ん
等
の
症
状

が
で
ま
す
。

こ

こ
数
年
の
患
者
数
は
年
間
数

人

程
度
で
、
予
防
接
種

の
普
及

で

減
っ
て
き
て

い
る
と
言

わ
れ
て

い

ま
す
。

三

歳
に
な
る
と
日
本
脳
炎
予

防

接
種

を
受
け

る
時
期
に
な
Ｉ
ま
す
。

第
一
期

（
三
回
）

の
基
礎
免

疫

を
受

け
て

い
な

い
人
は

、
七
歳

六

ヵ

月
未
満
ま
で
無
料
で
受
け

ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
学
四
年

生
、
中

学
三

年
生
は
、
乳
幼
児
期

の
追
加

接
種
と
し
て
受
け
ま
す

。
夏
休

み

等
を
利
用
し
て
計
画
的

に
、
体

調

が
良

い
時
に
受
け
ま
し

ょ
う

。

転
入
や
紛
失
等
で
予

診
票

の
な

い
人

（
表
１
）
は
直
接

、
中

央
保

健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
各

支
所
の
市

民
健
康
相
談
室
窓
口
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
左
記
の
要

領
で
記
入
し
て
、

エ
ｍ
－
0
0
7
2

松

戸
市

竹
ヶ

花

七
四
の
三
　
松
戸
市
中
央
保
健
福

祉
セ
ン

タ
ー
内

保
健
福
祉
課
予

防
衛
生
係

へ

圜
保
健
福
祉
課
予
防
衛
生
係

昔
3
6
6

・
7
4
8
4

老

人

福

祉

健

康

管

理

講

座

７

月

Ｈ

日

團

午

前
1
0
時
3
0
分

～

‥
1
1
1
1

一
時
3
0
分

会

場

常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー
　

内

容

寝
た

き

り

・

痴

ほ

う

の
予

防

に

つ

い
て
　

講

師

介
護
支
援
課
保
健
婦
　
対
象
市
内

在

任

の
六

十

歳

以

上

の

人
　

費

用

無

料
圖
常

盤

平

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

登

3
8
6
・
0
2
0
1

東

京

医

科

歯

科

大

学

公

開

講

座

①
「
な
ぜ
？
」

か
ら
始

め
る
理

科

の
自
由
研
究

Ａ
コ

ー
ス
＝
８
月
1
6日
水
、
Ｂ

コ

ー
ス

＝
８
月
1
7日

童
各

午
前
1
0

時
～
午
後
４

時
　

対
象
小
学
五

・

六
年
生
　

定
員

各
先
着
二
十
人

春
兩

四
千
九
百
円

（
材
料
費
、
保

険
料
を
含
む
）

②
み
ん
な
と
泳
ご
う
ジ
ュ
ニ
ア
水

泳
教
室
８
月
1
6日

困
・
1
7日
窗

・
2
0日

丱
～
2
3日

水

〔
全
六
回
〕
Ａ
コ

ー

ス

＝
午
前

９
時
～
正

午
、
Ｂ
コ

ー

ス

＝
午

後
１
時
1
5分
～
４
時
1
5分

対
乖
小

・
中
学
生
　

定
員

各
先
着

三
十
五
人

善
用

八
千
三
百
円
（
保

険
料
を
含
む
）

会
場
①
②
と
も
東
京
医
科
歯
科

大
学
教
養

部

（
市

川
市
国
府
台
二

の
八

の
三
〇
）

申
込
期
聞

実

写

も
７
月

幵
１１日

水
ま
で

禺

憲

零
と
も
直
接
、
教
養
部
厚
生

掛

（

登
3
0
0
・
7
1
0
6

）
へ

※
電
話
に

よ
る
申

し
込
み
は
で
き

ま
せ

ん
。

ダ

ル

マ

植

え

込

み

盆

養

菊

実

技

講

習

会

７
月
1
5囗

㈲
午
後
１
時
～
５
時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
無
料

圖
千
松
菊
花
会

・
結
城

公
3
6
3
・
５

1
6
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講

習

会７
月
2
7
日

蚩

午
侖
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会

場

市

民

劇

場
　

対

象

十

六
歳
以
上
の
人
　
定
員
二
十
人
（
抽

選
）
　
費
用
蕪
料

※
車

で

の

来

場

は

ご

遠

慮

ぐ

だ

さ

い

。

匣

７
月
1
6
日

丱

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・

電

話
番

号

を

記

入

し

て

、

〒

2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸

市

根

本

三

五

六
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
内
松

戸

市

教

育

責

員
会

社

会

教

育

課
市

民

文

化

係
（

登
3
6
6・
７
４

’６

２

）
へ

初
心
者
の
た
め
の
シ
フ
ォ

ン
ケ

ー
キ
セ
ミ

ナ

ー

７
月
1
5日
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
講
師
料
理
研
究

家
・
高
橋
貴
美
代
氏

定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
二
千
五
百
円
（
材

料
費
を
含
む
）

圃
電
話
で
カ
ト
レ
ア
料
理
研
究
会

昔
3
6
7
・
5
6
0
4
へ

松

戸

国

際

高

校

開

放

講

座

①
中
国
旅
行
会
話
入
門

９
月

１
日
～
1
2月
１
日

の
土
曜

日

〔
全
十
回
〕
午
後
１
時
～

３
時

対

象
満
十
八
歳
以

上
の
県
民

定

員
三

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

②
親

子
の
た
め
の
サ
ッ
カ

ー
入
門

９
月
2
8日
～
1
2月
9
1一日

の
火

曜

日

ま

た
は

金
曜
日

〔
各
全

十
回

〕

各
午
後
７
時
～
９
時
　
対
象
火
曜

日

＝
小
学
五
・
六
年
生
と
保
護
者
、

金
曜
日

＝
小
学
三

・
四
年

生
と
保

護
者
　

定
員

各
二
十
五
組
五

十
人

（
抽
選
）
　
費
用
無
料

会
場
①
②
と
も
松
戸
国
際
高
校

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

匣
①

蒻
と
も
７
月
1
2日
困
ま
で
に
、

所

定
の
申
込
用
紙
と
返
信
用

あ
て

名
を
記

入
し

た
（

ガ

キ
を
直

接

｀
県
立
松

戸
国

際
高
校

開
放
講

座
事

務
局

（

昔
3
8
6

Ｏ
ｒ
ａ
戸
〇
９
り
）
へ

初

心

者

浴

衣

着

付

け

講

習

会

７

月
1
1
1
1

一
日

團

・
1
5
日

㈲

各

①
午

後

１

時

～

３

時

②

午
後

３

時

～

５

時

会

場
小

金
原

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容
夏

の
行

事

に

必

要

な

浴

衣

を

簡

単

に

美

し

ぐ

着

こ

な

す

方

法

持

ち

物

浴

衣

・
半

巾

帯

・
腰

ひ

も

二
本
・
帯
板
　
費
用
一
回
五
百
円

圖
松

戸

生

活

文

化

協

会

・
安

達

昔

3
4
3
・
6
8
9
8

介

護

講

習

会

７
月
2
5日
水
①

午
前
1
0時
～
正

午
②

午
後
１
時
～
３
時

（
受
け
付

け
は
各
三
十
分
前

か
ら
）
　

会
場

松
戸
南
郵

便
局

内

容
生
活
行
動

の
介
助
（
歩
行
介
助
等
）
・
移
乗

（

ベ
ッ
ド
か
ら
車

い
す

へ
の
移
動

等
）
・
質
疑
応
答
　
講
師
介
護
福

祉
士
　
定
員
各
先
着
十
人
　
費
用

無
料
圃
電
話
で
松
戸
南
郵
便
局

昔
3
8
3
・

2
1
6
2

へ

生
涯
現
役
ト
キ
ワ
会
特
別

講
演７
月
８
日
㈲
午
後
２
時
～
４
時

3
0
分
会
場
柏
市
中
央
公
民
館

内
容
演
題
「
中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
危
機
」
　
講
師
日
本
経
営
管
理

協
会
・
浦
浜
三
明
氏

定
員
当
日

先
着
百
六
十
人
費
用
乕
無
料

摺
二
井
昔
3
8
7
・
5
9
5
6

松

戸

矢

切

高

校

開

放

講

座

「

在

宅

介

護

入

門

」

８
月
2
4
日
次
～
2
6
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午

後
４

時

会
場
松
戸
矢
切

高
校
内
容
仕
宅
介
護
の
基
礎
的

な
理
論
と
技

術
を
学
ぶ
　

定
員
三

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
五
百
円
（
調

理
代
）

圃
７
月
1
4日

出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢

・
性
別

・
電

話
番

号
・
志
願
動

機
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1
－
0
0
9
5

松
戸
市

中
矢
切

五
四

松

戸
矢

切
高
校
開
放
講
座

係

（

昔
3
6
8
・
4
7
4
1

）
へ

福
祉
の
し
ご
と
実
践
学
習

会
講
義
＝
８
月
2
5日
出
～
2
7日
丱

壬

圜
1
0時
～
午
後
４
時
、
実
習
＝

８
月
2
8日
㈹
・
2
9日
水
午
前
９
時

～
午
後
４
時
　
会
場
講
義
＝
千
葉

県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市

中
央
区
千
葉
港
四
の
三

、
実
習
＝

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
　
内
容
福

祉
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
の

習
得
と
福
祉
施
設
で
の
実
習
体
験

対
象
社
会
福
祉
施
設
等
に
就
職
を

希
望
す
る
五
十
歳
く
ら
い
ま
で
の

人
　
定
員
先
着
五
十
人
　
費
用
無

料圃
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
登
鵬
・
2
4
8
・
1
2
9
4
へ

家
庭
教
育
勉
強
会

７
月
1
7日
関
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
市
民
会
館
　
内
容
お
手
伝
い

と
し
つ
け
　
費
用
無
料

圖
松
戸
家
庭
教
育
研
究
会
・
加
藤

登
3
6
7
・
Ｉ
ｌ
ｑａ
７

マ

ン

シ

ョ

ン

管

理

基

礎

セ

ミ

ナ

ー

７
月
７
日
出
午

後
１
時
～
４
時

会
場
市
川
市
勤
労
福
祉

セ
ン
タ

ー

（
市
川
市
南
八
幡
二

の
二

〇
の

匸

内
容
講
演
①
管
理
組
合

の
運
営
に

つ
い
て

⑦
天

規
模

修
繕
工

事
の
す

す
め
方
　

講

師
①
㈱
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
セ
ン

タ
ー
・
村
井

忠
夫
氏
②

建
物
診
断
設
壮

争
業
協
同
組
合

・

山
口
実
氏

定
員
先
着
二
百
人

曹
乕

無
料

圃
電
話
で
千
葉
県
住

宅
供
給
公

社

企
画
課

登
0
4
3
・
2
2
7
・
5
1
6
2

へ

※
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
の
個
別

相
談

会
を
同
時
開
催

定
員
先
着
四
人
　
費
用
無
料

圃
フ
ァ
ク
ス
で
住
所

・
氏
名

・
電

話
香
号
・
相
談

内
容
を
記
入
し
て
、

住
ま

い
の
情
報

セ
ン
タ
ー

（

登
0
4
3

・
2
2
3
・
3
2
6
5

）
　隰
0
4
3
・
9
9
1

一
・

6
4
0
1

へ

情報

チャンネル
健
康

講
座
・
公
演



扉

座

公

演

・

舞

台

劇

「

無

邪

気

」

７
月
1
2日

米
午

後
７
時
1
5分
～

９
時
1
5分
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1

費
用
小
学
四
年
生
以
上
三
千
五
百

円

（
前
売
り
三
千
三
百
円

）

問
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
青
木
昔
3
8
6

・
（
り
１
こ
いａ
４

人

形

劇

団

ひ

と

み

座

公

演

「

あ
や

う

し

ズ

ッ

コ
ケ

探
検

隊
」

７
月
1
3日

嵐
午

後
６
時
開
演

命
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
］
　
内
容
「
ズ

ッ
コ

ケ
三
人
組
」

の
第
二

弾
　

費

用
三
千
三
百
円

圖
松
戸
子

ど
も
劇
場

・
青
木

昔
3
8
6

・
０
びｌ
ｒａ
４

テ

ー

ブ

ル

マ

ジ

ッ

ク

発

表

会
７
月
1
5日

㈲
午

後
２
時
開
演

会
場
ボ
ッ
ク
ス
ビ
ル
八
階
「
ク
リ

ス

タ
ル

ホ
ー
ル
」
　

内
容
ト
ラ
ン

プ
・
コ
イ
ン
等
の
手
品
　
費
用
三

百
円
固
松
戸
奇
術
会

・
岩
田

昔
3
8
8
・
２

流
山
市
「
相
馬
ユ

ー
ト
ピ
ア
」
バ

ス
ツ
ア

ー

７
月
1
7日
㈹
～
1
8日
水
　
行
き

先
母
成
高
原
あ
や
め
園
・
高
玉
金

山
ほ
か
　
費
用
一
万
六
千
七
百
円

・
中
学
生
以
下
一
万
三
千
五
百
円

（
一
泊
二
食
・
交
通
費
込
み
）

圖
流
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
昔
０

４
７
１
・
5
0・
戸
0
0
7β０

第

二

十

一

回

原

爆

写

真

展

と

平

和

の

つ

ど

い

７
月
1
4日

出
午
前
1
0時
～
午

後

３
時
3
0分
　

会
場

六
実
市
民

セ
ン

タ
ー
　
内

容
笠
木

透
コ
ン
サ

ー
ト

・
ア
ニ
メ
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
・

劇
「
と
も
だ
ち
や
」
・
民
謡
「
傘

踊
り
」
　
費
用
千
二
百
円
（
前
売

り
千
円
）
、
小

・
中
・
高
校
生
六
百

円

（
前

売
り
五
百

円
）

圜
六
実

・
六
高
台
原
爆
写

真
展

実

行
委
員
会

（
松

戸
市
教
職
員
組
合

内
）

昔
3
6
2
・
3
7
3
8

森

山

良

子

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト

９
月

１
日

出
午
後
４
時
3
0分

開

演
　

会
場
市
川
市

文
化
会
館
　

定

員
千
九
百
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

※
会
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
（
社

会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付

）
へ
の

ご
協
力

を
お
願

い
し
ま
す

。

匣
７
月
2
0日

㈲

〔
消
印
有
効
〕

ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
四

人
ま

で
）

に
代
表
者
の
住
所

・
氏

名

・
年

齢
・
電
話
番
号
と
同
伴
者

の
氏
名

・
年

齢
を
記
入
し
て

、
〒

2
7
2

－
8
5
8
0

市
川
市
市
川
南
二

の
八

の
八
　

京
葉

ガ
ス

㈱
コ

ン
サ

ー
ト
係

（
登
3
2
5
・
3
1
7
0

）

へ

沼
南
町

ジ

ュ
ニ
ア
育
成
シ
ニ
ア

プ

ロ
ア
マ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン

８
月
2
2日
水
～
2
4日
　

会
場

藤
ヶ
谷
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

圖
大
会
事
務
局
昔
0
3・
5
5
4
2

・
ｎ
乙
０
８
１

柏
市第
十

二
回
か
し

わ
能

９
月
９
日
㈲
午
後
１
時
3
0分
開

演
　
会
場
柏
市
民
文
化
会
館
　
費

用
指
定
席
三
千
五
百
円
ほ
か

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

圖
柏
市
文
化
課
登
０
４
７
１
・

6
7・
1
4
9
4

借
地
借
家
の
無
料
相
談

７
月
９
日
丱
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圖
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
蝪
粐

登
3
4
5
・
3
5
4
8

朗

読

を

き

く

か

い

７

月
1
1
日

水

午

前
1
0
時

～
1
1
時

3
0分
　

会

場

ふ

れ

あ

い
2
2
（
健

康

福

祉

会

館

）
　

内

容

松

戸

朗

読

奉

仕

会

会

員

に

よ

る

朗

読

「
六

つ

の

ひ

き

だ

し

」

向

田

邦
子

著

ほ

か

対

象

障

害

者

手

帳

を

持

っ
て

い

る

人

お

よ

び

そ

れ

に

準

ず

る

人

（
付

き
添
い
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
）

費
用
無
料

圜
健

康

福

祉

会

館

障
害

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

登
3
8
3・
7
1
1
1

囲
3
8
3・

県

立

養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

販

売

会

７
月
1
3
日
金
午
前
1
1
時
～
午
後

４
時
　
会
場
柏
駅
東
口
ス
カ
イ
プ

ラ

ザ

ニ

階

入

口
　

内

容

生

徒

が

職

業

実

習

で

作

っ

た

手

芸

品

・

縫

製

品

・

陶

磁

器

な

ど

の

販

売

圖

県

立

養

護

学

校

流

山

高

等

学

園

・

球
竹
村
ｔ
昔
０

４

７

１

・
4
8
・

０

９【
】

二

〇

〇

一

柏

ま

つ

り

７
月
2
1
日
土
・
2
2
日
日
午
後
２

時
～

９
時
　
会
場
柏
駅
周
辺

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ

を

固
柏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　
０
４

７
１

・
6
2・
ｑａ
９
り
Ｉ
｛
にａ

柏

市

音

楽

家

協

会

マ

ラ

ソ

ン

コ

ン

サ

ー

ト

三

７
月
2
0日

㈲
午
後
４
時
開
演

会
場
ア
ミ
ュ

ゼ
柏

ク
リ
ス
タ
ル
ホ

ー
ル
　
費
用
二
千
円
（
中
・
高
校

生
千
五
百
円
、
子

ど
も
千
円

）

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ

を

圖
柏
市

文

化

課

昔
０
４

７
１

・

6
7・
1
4
9
4

手

賀

沼

エ

コ

マ

ラ

ソ

ン

1
0月
2
8日

㈲
午
前
1
0時

ス
タ
ー

ト
　
コ
ー
ス
手
賀
沼
周
辺
　
費
用

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

金

子

み

す

ゞ

を

歌

う

」

７
月
1
5囗

㈲
午
後
２
時
～
３
時

3
0分

会

場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八

柱

駅
下

車
徒
歩
二
分
）
　

講

師
合

唱

指
揮
者
・
板
東
貴
余
子
氏
　

費

用

無
料

圖
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）
昔

3
8
6
・
0
2
2
1

家
族
へ
の
手
紙
コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
作
品
展

７
月
1
9日
本
ま
で
　
時
間
午
前

９
時
～
午
後
７
時

会
場
①
松
戸

郵
便
局
⑦
松
戸
南
郵
便
局
②
松
戸

北
郵
便
局

圖
松
戸
郵
便
局
総
務
課
・
笹
嶋
昔

3
6
2
・
2
3
5
7

青

少

年

の

悩

み

ご

と

合

同

相

談７
月
1
8日
水

午
前
1
0時
～
午
後

４

時
　

会
場
千

葉
県
青
少
年

女
性

会
館

（
千

葉
市
稲
毛
区
天
台
六

の

五
の
二
)
　
内
容
教
育
・
警
察
・

児
童

相
談

・
精
神
保
健
な
ど
各
相

談

機
関
の
合
同
で
の
悩
み

ご
と
相

談

雷
話

相
談

昔
0
4
3
・
2
2
3
・
２
３

３
０

、
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
8
8
　

フ

ァ
ク
ス
相
談
隰
0
4
3
・
2
5
1
・
０
８
４

三
千
円
（
保
険
料
込
み
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

固
実
行
委
員
会
事
務
局
公
０
４
７

１
・
6
7・
８
りａ
４
｝にａ

野
田
市
み
こ
し
パ
レ

ー
ド

７
月
2
8日
出
午
後
５
時
～
９
時

3
0分
　
会
場
野
田
市
本
町
通
り
ほ

か圈
実
行
委
員
会
昔
０
４
７
１
・
2
2

・
りａ｛
にａ
ｏｏ［
ａ

野
田

七
夕
ま
つ
り

８
月
３
日
窗
～
５
日
㈲

会
場

野
田
市
本
町
通
り
ほ
か

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

圖
実
行
青
貝
会
公
０
４
７
１
・
2
3

・
1
0
0
0［ａ

※
毎
月

一
回

（
第
三
水
曜
日
）

に

実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
お
問

い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圖
県

庁
県
民
生
活
課

登
0
4
3
・
2
2
3
・

再

生

自

転

車

を

販

売

７
月

７
日
出
午
前
1
0時
～
午

後

３
時
　

会
場
生
き

が
い
福
祉

セ
ン

タ
ー
（
左
図
参
照
）
　
販
売
台
数
三

十
台
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　
価

格
六
千
円

～
一
万

円

（
消

費
税
込

み
、
防
犯
登
録
付

き
）
　

交
通
五

香

駅
東

口

か
ら
新

京
成

バ
ス
で

、

「
新
栄
町
入

口
」
下

車

圖

齟
松

戸
市

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー

登
3
8
4
・
Ｑ
り
Ｉ
（
Ｕ
Ｉ

カ

ヌ

ー

教

室

①
７
月
1
5囗

㈲
②
７
月
2
9日

㈲

各
午
前
９
時
3
0分
～
午
後

３
時
3
0

分
　
会
場
江
戸
川
（
三
郷
有
料
橋

下

）
　
対
象
小
学
四
年
生
以
上

で
、

健
康
で
多
少
泳
げ
る
人
　
費
用
五

千
円
（
小
・
中
学
生
千
円
）

圃
７
月
1
0日

㈹
ま
で
に
、
（

ガ
キ

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
電
話
番
号

・
希
望
日

を

記
入

し
て
、
干
2
7
0
1
0
0
2
1松

戸
市

小
金
原
三
の
一
八

の
二
二

の

三

〇
三
　

松
戸
市

カ
ヌ
ー
協

会
・

岡
田

威
夫
（

昔
囲
3
4
2
・
9
4
3
9

）

へ

市

民

弓

道

遠

的

大

会

７
月
2
2日

㈲
午
後
１
時
～

５
時

会
場

東
京

武
道
館
遠
的
場

（
千
代

田
線
綾
瀬
駅
下
車
）
　
費
用
千
円

匣
７
月
1
5日
襾

ま
で
に
、
電
話

で

松

戸
市
弓

道
連
盟

・
新
好

登
3
8
5
・

7
9
3
9

へ

自
宅
の
耐
震
相
談

７
月
1
8日
則
午
前
1
0時
～
午
後

４
時
　
会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
木
造
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断

・
補
強
方
法
の
相
談
　
費
用
無
料

奈
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り
図
）

を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

圃
電
話
で
建
築
指
導
課
構
造
設
備

係
登
3
6
6
・
7
3
6
8
へ

教
科
書
検
定
公
開

７
月
3
1日
㈹
ま
で
（
そ
の
後
は

常
設
展
示
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
ぐ
）
　
時
間
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
3
0分
　
会
場
㈱
教
科
書
研

究
セ
ン
タ
ー
（
江
東
区
千
石
一
の

九
の
二
八
）
　
内
容
平
成
1
4年
度

か
ら
使
用
さ
れ
る
小
・
中
学
校
用

教
科
書
の
検
定
の
公
開

圖
剛
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
昔
0
3

ス

ペ

シ

ャ

ル

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
ス
コ
ー
チ
ク
リ
ニ
ッ
ク

７
月
2
2日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

４
時

会
場
ふ

れ
あ
い
2
2（
健
康

福
祉
会
館
）
　

内
容
ス
ポ

ー
ツ
を

通
じ
て
知
的
発

達
障
害
の
あ
る
人

を
応
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
コ

ー
チ

ー
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
・
事
務

ほ
か
）
に

つ
い
て
の
説
明

会

費

用
五
百

円
（
資
料
代

）
、
弁
当
希

望
の
場
合
は
別
途
五
百
円

※
今
回
は
卓
球

。
ほ
か
の
種
目
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
希
望
す
る
人

や
障
害
者

、
そ

の
家

族
の
参
加

も
歓
迎

圃
７
月
1
5日

収
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は

フ
ァ
ク
ス
に
住
所

・
氏
名

・

電
話

（
フ
ァ
ク
ス
）
番

号
を
記
入

し
て
、
西
沢

公
囲
3
4
4
・
7
8
7
1

へ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・

フ
ァ
ミ

リ

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室７
月
2
0日
㈲
午
前
９
時
～
午
後

Ｏ
時
3
0分

会
場
小
笙
原
体
育
館

パ

ー

ト

指

導

員

を

募

集

勤

務
日

時

７
月
2
0
日

㈲

～

８

月

3
1
日
糜
①
干
前
８
時
～
1
1
時
②
干

後

３

時

～

６

時
　

場

所

上

本

郷

第

二
学
童
保
育
所
（
上
本
郷
三
三
一

八
）
　
募
集
人
数
二
人
程
度
　
時

給
七

百

九

十
円

※
委
細
面
談
で

固

上

本

郷

第

二

学

童

保

育

所

・
守

屋

登
3
6
8・
8
1
6
2

松

戸

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会

を

開

催

７
月
1
8日
水

午
後
１
時
3
0分

か

ら
　

会
場
市
役
所

議
会
棟
三
階
特

別

委
員
会
室
　

傍

聴
定
員
先
着
十

人※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

圜
住

宅
課
住
宅
政
策
係

登
3
6
6
・
７

内

容
基
本
指
導

・
ル
ー
ル
指
導

・

練
習
試
合
　
費
用
百
円
（
保
険
料

を
含

む
）

圃
午
前

８
時
5
0分
か
ら
当
日
会
場

で圖
体
育
指
導
委
員
・
木
村
3
4
2

・
βＯ
ｎ
乙
り
厶・
９ａ

青
少
年
会
館
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
機
器
操
作
講
習
会

７
月
1
4日
出
午
後
６
時
～
８
時

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口
分
館

対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
持
ち
物

運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

固
青
少
年
会
館
豊
3
4
4
・
8
5
5
6

第
五
十
四
回
千
葉
県
民
体

育
大
会

①
カ
ヌ
ー
競
技
松
戸
市
選
手
選
考

会
７
月
1
5日
㈲
正
午
か
ら
　
会
場

江
戸
川

三

郷
有
料
橋
下
）
　
対

象
平
成
1
3年
４
月
3
0囗
以
前
か
ら

市
内
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い
る
人
　
選
出
人
数
男

母
子
・
父
子
家
庭
に
医
療

費
を
助
成
（
所
得
制
限

あ
り
）

対
象
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
の

親
子
、
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
人
（
十
八
歳
に
な
っ
た
後
も
最

初
の
３
月
3
1日
ま
で
は
対
象
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の
①
平
成
1
3

年
度
所
得
証
明
書
（
市
民
税
課
発

行
）
ま
た
は
平
成
1
2年
分
源
泉
徴

収
票
②
健
康
保
険
証
の
写
し
③
組

合
保
険
加
入
者
は
附
加
給
付
証
明

書
①
印
鑑
⑤
戸
籍
謄
本
お
よ
び
世

帯
全
員
記
載
の
住
民
票
（
父
子
家

庭
の
み
）
　
受
付
期
間
７
月
3
1日

㈹
ま
で
　
受
付
場
所
児
童
福
祉
課

（
市
役
所
新
館
三
階
）

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
人
の
登

録
期
間
が
７
月
3
1日
㈹
で
切
れ

ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

圖
児
童
福
祉
課
登
3
6
6
・
7
3
4
7

子
四
人

・
女
子
三

人

（
大
学
生

・

高
校
生

は
、
各

一
人
ま
で
）

圃
電
話

で
松

戸
市

カ
ヌ

ー
協
会

・

鹿
野

登
3
4
4
・
0
7
5
1

へ

②

ボ
ー
ト
出
場
者
を
募
集

８
月
2
5日

出

会
場
千
葉
県
小

見
川
漕

艇
場
　

種
目
成
年
男
女

シ

ン

グ
ル

ー
ダ
ブ
ル
ス
ス

カ
ル

、
少

年
男
女

シ
ン

グ
ル

ー
ダ
ブ
ル

ス
ス

カ
ル
　

対

象
車

内
在
住
の
中
学

生

以
上
で
傷
害
保
険
加
入
者
　
費
用

一
部
負
担
あ
り

※
レ

ー
ス
艇
は
、
主
催
者

が
用
意

匣
７
月
1
6日

⑧
ま
で
に
、
電
話

で

松
戸
市
体
育

協
会
事
務
局

昔
3
6
9
・

2
0
3
0

へ

③
馬

術
出
場
者
を
募
集

９
月
2
2日

出

・
2
3日
　

会
場

北
総
乗
馬

ク
ラ

ブ
　
種
目
馬
場
馬

術

・
障
害
飛

越
　

対
象

市
内
在
住

の
高

校
生
以

上

で
乗
　

゛

馬

傷

害
保

険
加

入

者
　

‐

］

費
用
一
部
負
担
あ
り

圃
７
月
1
6日

側
ま

で

に
、
電
話
で
大

森

昔
3
4
8
・
4
6
8

7
へ

催
し
物

お
知
ら
せ

ぶらっと

東葛

ス
ポ
ー
ツ



私
た
ち
、『
坂
川
応
援
団
』

坂
川
の
清
流
復
活
を
願
っ
て
活

動
を
続
け
て
い
る
「
坂
川
に
清
流

を
取
り
戻
す
会
」
が
、
こ
の
た
び

団
体
と
し
て
㈹
日
本
河
川
協
会
の

河
川
功
労
者
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ

れ
た
。
栄
町
・
古
ヶ
崎
地
区
の
主

婦

が
中

心

の
こ

の

会

が
結

成

さ

れ

た

の

は
八

年

前

。「
坂

川

を

き

れ

い

に
し

た

い
ね

。
私

た

ち

で

何

か
始

め

て

み

よ

う

よ
」
。
会

長

を

務

め

る
秋

山

淳
子

さ

ん

の

、
こ

ん

な

呼

び
掛

け

が

き

っ

か

け

だ

っ

た

。

秋
山
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
の

は
東
京
の
下
町
。
隅
田
川
の
流
れ

の
そ
ば
で
十
八
歳
ま
で
を
過
ご
し

た
。
そ
の
後
、
何
度
か
住
ま
い
を

替
え
る
が
、
な
ぜ
か
い
つ
も
川
の

シリーズ第8回　ニオイシュロラン

近
く
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
4
3

年
に
松
戸
へ
転
居
。
目
の
前
を
坂

川
が
四
季
折
々
の
風
情
を
映
し
出

し
な
が
ら
、
流
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
時
と
と
も
に
汚
染
が
進
み
、

排
水
路
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

そ
ん
な
坂
川
の
変
貌

が
悲
し
く

、
ど
う

に

か
し

な
け

れ
ば
と
思

っ
た

。

何

か
し

た

い
と
思

っ
て

い
て
も
、
一
人

ひ
と
り

で
は
「
点
」
に

し

か
す

ぎ
な

い
。
そ

れ
を
つ
な
げ
て

い
く

の
が
秋

山
さ
ん

の
役

回
り
だ

。「
み

ん
な
で
に
ぎ
や
か
に

や

っ
て

い
れ
ば
注
目

さ
れ
る
し
、

人
も
集
ま

る
。
そ
う

し
て
同
じ
考

え
の
人

が
集
ま

れ
ば
、
大
き
な
力

に
な

る
」
と

秋
山
さ
ん
。

そ
う

い
う
気

持
ち
は
会
の
活
動

シリーズ第8回の紹介は､主水神田･相川さん宅の｢ニオイシュロラン｣です。

ニオイシュロランの原産国はニュージーランドです。常緑小高木で 、高さ

は4m～6mになり、原産国では高さ10ｍ～15ｍにもなります。

幹は直立し 、老木になると枝分かれします。葉は光沢があり、40cm ～60cm

くらいの長さで、先は鋭くとがっています。5～6 月ごろ 、小さな白い花がた

くさん開き、やわらかなよい香りをあたりにただよわ

せます。

用途としては、庭木や校庭に観賞用に植えられ、葉

からは強い繊維がとれます。また、果糖を含むシロツ

プもとれるそうです。

相川さん宅のニオイシュロランは 、昭和34 年に埼

に
も
表
れ
て

い
る
。
と

に
か
く
川

を
見

て
も
ら
お
う
、
関

心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
始
ま

っ
た
の
が
、

川
を
使

っ
た
イ

ベ
ン
ト

「
坂
川

鯉

の

ぼ
り
」
だ

。
み

ん
な
で
不
要

に

な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
集
め
て
回
っ

た
。
そ
の
数

は
年

々
増
え

、
今
で

は
六
百
匹
に
も

の
ぼ
る
。
坂
川
の

上
を
約
ニ
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て
鯉

の
ぼ
り

が
は
た
め
く
景
色

は
壮
観
で
あ

る
。
ま
た
、
年
に
数

回
行

っ
て

い
る
小

舟
を
使
っ
た
河

川
清
掃
で
も

、
注
目

を
集
め
よ
う

と
、
お
そ

ろ
い
の
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ

ン

パ
ー
を
羽

織
っ
た
。「
地
味
な
活

動
だ

か
ら

、
見

か
け
だ
け
で
も
派

手
に
し

な
い
と
」

と
笑
う
。

そ

ん
な
活
動

を
通
し
て
培

っ
た

人
間
関

係
は
、
秋
山
さ
ん
の
大
切

な
財

産
だ
。「
川
に
対
し
て
あ
り

が

と
う

、
と
い
弓
気

持
ち
を
み
ん
な

持

っ
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち

が
活

動
で

き
る
場
所

を
与
え
て
く

れ
て

し

か
も
こ

ん
な
に
素
敵
な
仲
間
と

出
会
え

て
」

と
語
る
。

秋

山
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
に
こ

玉県の親戚の家より移

植したとのこと。その

ころの太さは直径が約

20cm でしたが、成長

がとても早く、現在で

は3本立で、樹高8m 、

幹周りは太いところで

2m 近くあります。

森のホール21チケットガイド(午前10時～午後7時　月曜休館)

た
え

る
よ
う
に
、
坂
川

も
だ
ん
だ

ん
き
れ

い
に
な

っ
て

き
た
。
こ

れ

か
ら
は
川
を
生

か
し

た
ま
ち

の
景

観
づ
く
り
を
、
と
考
え
て
い
る
。

今
、
一
番

の
願

い
は
坂
川

を
囲

っ

て

い
る
金
網

の
フ
ェ
ン
ス
を
木

の

柵
に
か
え

る
こ
と

。
ま
た
、
新
し

い
イ

ベ
ン
ト
と
し

て
、
坂
川

を
舞

台
と
し
た
盆
踊
り
を
計
画
中
で
あ

る
。
ピ
ン
ク
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着

た

「
坂
川

の
応
援
団
」
、
秋
山
さ
ん

た
ち

の
活
動

は
、
ま
だ
ま
だ
広
が

っ
て

い
き
そ
う

だ
。
（
栄
町

在
住
）

｢坂川に清流を取り戻す会｣会長

秋山　淳子さん
※会場は 、いずれも森のホール21 です。

※★印には、託児サービス（有料・予約制）があります。詳細はおたずねください。

※学生割引は、森のホール21 チケットセンターのみ取扱います。

第
4
2
次
日
本
南
極
知
育
観
測
隊
・
田
中
敬
子

２
月
１
日
に
4
1次
か
ら
越
冬
を
引
き
継
い

で
、
三
ヵ
月
半
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。今
、
昭
和
基
地
は
晩
秋
の
季
節
を
迎
え
日

の
出
は
午
前
９
時
3
0分
、
日
の
入
り
は
午
後

２
時
3
0分
と
す
っ
か
り
日
照
時
間
も
短
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
は
昭
和
基
地
か
ら
見
え
る

大
陸
の
斜
面
が
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
、
近
く
の

氷
山
群
も
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
あ
っ
た
の
か
と

思
う
ほ
ど
、
太
陽
に
照

ら
さ
れ
浮
き
上
が
っ
て

見
え
ま
す
。

太
陽
が
沈
む
と
、
空

に
は
満
天
の
星
が
広
が

り
、
松
戸
の
冬
に
よ
く

見
え
る
三
ツ
星
の
「
オ

リ
オ
ン
座
」
も
北
の
空

水
平
線
近
く
に
姿
を
現

し
ま
す
。
そ
し
て
、
時

間
と
共
に
水
平
線
へ
と

消
え
て
い
き
ま
す
。

ｌ

ま
た
、
星
の
輝
く
夜
は
空

い
っ
ぱ
い
に
オ

ー
ロ
ラ
が
動
き
ま
わ
り
ま
す

。
カ
ー
テ
ン
の

様

に
ひ
だ
を
つ
く

る
オ

ー
ロ
ラ
、
ま
た
ラ
イ

ト
の
光
線
の
様
に
広

が
る
コ

ロ
ナ
状
の
オ
ー

ロ
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

。
ま

た
、
色

も
白
、

緑
、
ピ
ン
ク
な
ど

い
ろ
い
ろ
で
す
。
超
高
層

を
担
当
す
る
隊
員
は

一
睡

も
せ

ず
に
夜

空
に

レ
ン
ズ
を
向
け
オ

ー
ロ
ラ
観
測

を
し

て

い
る

の
で
す
。

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

今
の
時
期
の
南
極
は
、
天
気
の
良
い
日
が

何
日
も
続
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
転
し

て
大
陸
か
ら
吹
雪
（
ブ
リ
ザ
ー
ド
）
が
や
っ

て
き
ま
す
。
私
達
4
2次
が
体
験
し
た
最
大
風

速
は
毎
秒
3
1
・
５
㍍
（
最
大
瞬
間
風
速
毎
秒

3
9
㍍
）
そ
し
て
、
視
程
は
5
0
㍍
以
下
。
こ
ん

な
日
は
当
然
の
よ
う
に
外
出
禁
止
令
が
発
令

さ
れ
、
建
物
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
気
象
の
隊
員
だ
け
は
、
気
象

雪上車の前にて（右端が田中隊員）

観
測
を
行
な
う
為
、
外
に
出

て
ゾ
ン

デ
（
観
測
機
器
を
付

け
た
直
径
１
・
５
㍍
の
風
船
）

を
上
げ
る

の
で
す

。
こ

の
観

測
は
、
地
上
3
0
㍍
ま
で
の
高

層
の
温
度

・
湿
度

・
気
圧
等

を
調
べ
、
こ

れ
ら

の

デ
ー
タ

を
地
上
気
象
情
報
と
共

に
即

時
、
各
国

の
気
象
機
関

に
送

り
、
世
界

の
気
象
解
析

に
役

立
て
て

い
ま
す

。

昭
和
基
地
で

の
生
活

は
、

不
思
議
と
驚

き
の
連
続
で
時

が
過

ぎ
る
の
が
と

て
も
早
ぐ

感
じ
ま
す
。
一
日
に
十
分
単
位

で
日

照
時
間

が
短
く
な
り
、
６
月
に

は
、
太
陽

の
昇
ら
な

い
冬
の
季
節
を
迎
え
ま
す

。
そ

ん
な
中
で
も
、

南
極
の
不
思
議
を
追

い
求

め
る
研

究
者
や
そ

の
研
究
者
た
ち
を
支
え

る
技

術
者
た
ち

・
総

勢
四
十
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目

的
に
向
か

っ

て
忙
し
ぐ
動
き
続
け

る
の
で
す
。

平

成
1
3年
５
月
1
2日

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……登366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所……登368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……Q365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

人　ひと

巨樹と古木をたずねて

-
坂 川 鯉 の ぼ り

期日 内 容 会場 開演時間 料 金

7/7
圉
綾戸智絵コンサート
重厚な歌声と軽妙なﾄ ークで大人気

大ホール
午後6時
★
全席指定5,000円
ぴあ・ローソン

7/15
臼
ダンシングタンゴ・アルゼンチーノ

ホセ・コランジェロ楽団
大ホール 午後4時

S席5,000円ほか
ぴあ・ローソン

7/25
㈲
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ドボルザーク/「新世界より」ほか

大ホール 午後ﾜ時
S席4,500円ほか
ぴあ・ローソン

7/28
圉
ウィーン・シューベルト少年合唱団

シューベルト/子 守唄ほか
大ホール 午後2時

全席自由3,500円
小中学生2,000円

8/5
日

ジョン・マクラフリン(ギター
)&
ザキール・フセイン
（タブラ）「リメンバ
ー・シャクティ」
スーパー・ギター・
トリオで有名なギタ
リストとインド伝統
音楽の融合。伝説の
ユニットが復活
J・マクラフリン

大ホール
午後6時
★
全席指定5,000円
ぴあ・ローソン

10/27
圉

千住真理子の「四季」

千住真理子＆スーク室内オーケスト

ラ　 ヴィヴアルディ／「四季」ほか
大ホール

午後3時
★

全席指定3,500円
(学生1,800円)
ぴあ･ローソン･CN

南
極
便
り
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